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史
料
紹
介

　

本
稿
は
、
室
町
時
代
の
皇
族
・
伏
見
宮
貞
成
（
一
三
七
一
〜
一
四
五
六
）
の
日
記

『
看
聞
日
記
』
を
現
代
語
訳
し
た
も
の
で
あ
る
。
本
稿
の
底
本
は
、
小
森
正
明
氏
代

表
校
訂
『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
二
（
明
治
書
院
、
二
〇
〇
四
年
）
で
あ
る
。

難
し
い
語
な
ど
に
は※

の
印
を
付
け
、
そ
の
条
の
末
尾
に
註
を
付
け
た
。
ま
た
、
日

記
原
文
に
は
改
行
が
な
い
が
、
訳
文
は
内
容
に
応
じ
て
適
宜
改
行
し
た
。
な
お
、
敬

語
に
つ
い
て
は
や
や
不
自
然
な
表
現
が
あ
る
が
、
当
時
の
伏
見
宮
貞
成
の
微
妙
な
立

場
を
勘
案
し
た
結
果
で
あ
る
。

○
現
代
語
訳
（
一
）
〜
（
二
一
）　

応
永
二
三
年
〜
二
九
年
（
一
四
一
六
〜
二
二
）

　
『
米
沢
史
学
』
三
〇
〜
三
六
号
・『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
紀
要
』
五
〇
〜

　

五
六
号
・『
山
形
県
立
米
沢
女
子
短
期
大
学
附
属
生
活
文
化
研
究
所
報
告
』
四
二

　

〜
四
八
号
（
二
〇
一
四
〜
二
〇
二
一
年
）

　

本
稿
で
訳
出
し
た
の
は
、
紙
幅
の
都
合
上
、
応
永
三
〇
年
（
一
四
二
三
）
一
月
一

日
か
ら
四
月
二
九
日
ま
で
の
分
で
あ
る
。『
看
聞
日
記
』
を
現
代
語
訳
し
た
経
緯
な

ど
に
つ
い
て
は
、（
一
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　

本
稿
に
よ
り
、『
看
聞
日
記
』
の
面
白
さ
を
少
し
で
も
多
く
の
方
に
知
っ
て
い
た

だ
き
、
さ
ら
に
原
文
に
当
た
っ
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
本
望
、
こ
れ
に
す
ぐ

る
も
の
は
な
い
。
皆
様
か
ら
の
ご
示
教
・
ご
叱
正
を
切
に
望
む
。

【
主
要
参
考
文
献
】

横
井
清
『
室
町
時
代
の
一
皇
族
の
生
涯
』（
講
談
社
学
術
文
庫
、
二
〇
〇
二
年
、
初

　

出
一
九
七
九
年
）

位
藤
邦
生
『
伏
見
宮
貞
成
の
文
学
』（
清
文
堂
、
一
九
九
一
年
）

小
森
正
明
代
表
校
訂
『
図
書
寮
叢
刊　

看
聞
日
記
』
一
〜
七
・
別
冊
（
明
治
書
院
、

　

二
〇
〇
二
〜
二
〇
一
四
・
二
〇
二
一
年
）

村
井
章
介
「
綾
小
路
信
俊
の
亡
霊
を
み
た―

『
看
聞
日
記
』
人
名
表
記
方
寸
考―

」

　
（
同
『
中
世
史
料
と
の
対
話
』、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
一
四
年
、
初
出
二
〇
〇
三
・

　

二
〇
一
四
年
）

植
田
真
平
・
大
澤
泉
「
伏
見
宮
貞
成
親
王
の
周
辺―

『
看
聞
日
記
』
人
名
比
定
の
再

　

検
討―

」（『
書
陵
部
紀
要
』
六
六
号
、
二
〇
一
四
年
）

松
岡
心
平
編
『
看
聞
日
記
と
中
世
文
化
』（
森
話
社
、
二
〇
〇
九
年
）

田
代
博
志
「
山
城
国
伏
見
荘
に
お
け
る
沙
汰
人
層
の
存
在
形
態
と
役
割
」（『
中
近
世

　

の
領
主
支
配
と
民
間
社
会
』、
熊
本
出
版
文
化
会
館
、
二
〇
一
四
年
）

松
薗
斉
『
中
世
禁
裏
女
房
の
研
究
』（
思
文
閣
出
版
、
二
〇
一
八
年
）

植
田
真
平
「
伏
見
の
侍―

『
看
聞
日
記
』
人
名
小
考―

」（『
書
陵
部
紀
要
』
七
〇
号
、

　

二
〇
一
九
年
）

応
永
三
十
年
（
伏
見
宮
貞
成
数
え
年
五
十
二
歳
）

応
永
三
十
年
癸
卯
正
月
一
日
、
空
は
晴
れ
て
風
は
静
か
だ
。「
永
遠
に
続
く
世
の
始

　

ま
り
、
初
春
の
季
節
。
め
で
た
い
兆
し
が
多
岐
に
渡
っ
て
い
て
、
こ
の
上
も
な
く

　

喜
ば
し
い
。
す
べ
て
の
事
に
お
い
て
、
と
て
も
幸
せ
だ
」
と
予
祝
し
た
。
い
つ
も

　

の
よ
う
に
朝
早
く
三
献
の
お
祝
い
を
し
た
。
夕
食
時
に
は
強
飯
を
食
べ
た
。
東
御

『
看
聞
日
記
』
現
代
語
訳
（
二
二
）

 

薗　

部　

寿　

樹
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方
・
廊
御
方
・
兄
の
妻
で
あ
っ
た
上
臈
・
私
の
妻
で
あ
る
二
条
殿
・
今
参
、
田
向

　

前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
も
一
緒
だ
っ
た
。
一
献

　

の
祝
宴
を
し
た
。
村
人
の
小
川
禅
啓
や
三
木
善
理
以
下
と
も
、
い
つ
も
の
よ
う
に

　

対
面
し
た
。

　
　

そ
の
後
、
銘
茶
を
飲
ん
だ
。
田
向
前
参
議
や
行
豊
朝
臣
に
も
銘
茶
一
包
み
を
与

　

え
た
。
田
向
前
参
議
は
ま
た
酒
を
献
上
し
た
。
行
豊
朝
臣
が
昨
年
か
ら
近
所
に

　

引
っ
越
し
て
来
た
の
で
、
早
々
に
参
賀
に
来
て
く
れ
た
の
は
、
う
れ
し
か
っ
た
。

　
　

さ
て
今
日
は
朝
廷
の
元
日
祝
宴
で
あ
る
。
祝
宴
の
執
行
責
任
者
は
久
我
清
通
大

　

納
言
だ
そ
う
だ
。
上
皇
様
の
お
屠
蘇
の
お
相
伴
役
は
、
西
園
寺
実
永
前
右
大
臣
だ

　

と
い
う
。

二
日
、
晴
。
昨
日
と
同
様
に
新
年
の
お
祝
い
を
し
た
。
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
が
京

　

へ
出
か
け
た
。
朝
廷
で
の
祝
宴
出
席
や
上
皇
御
所
で
の
上
皇
様
お
薬
の
お
給
仕
な

　

ど
の
た
め
だ
そ
う
だ
。
夜
に
歯
固
め
餅
を
食
べ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
長
寿
の
お

　

祈
り
を
し
た
。

三
日
、
晴
。
新
年
の
祈
願
と
祝
宴
は
昨
日
と
同
じ
で
あ
る
。
長
資
朝
臣
が
帰
っ
て
き

　

た
。
朝
廷
の
祝
宴
は
夜
明
け
に
始
め
ら
れ
た
が
、
天
皇
陛
下
の
ご
臨
席
は
な
か
っ

　

た
そ
う
だ
。
歌
い
出
し
の
役
は
木
幡
雅
藤
朝
臣
が
希
望
し
た
の
で
、
彼
に
そ
の
役

　

を
譲
っ
た
と
い
う
。
蔵
人
頭
日
野
秀
光
朝
臣
以
下
が
出
席
し
た
。

　
　

上
皇
様
お
薬
の
お
相
伴
は
三
が
日
ず
っ
と
西
園
寺
実
永
前
右
大
臣
が
務
め
た
そ

　

う
だ
。

千
秋
万
歳
が
来
る

四
日
、
晴
。
千
秋
万
歳
（
せ
ん
ず
ま
ん
ざ
い
）
の
門
付
け
芸
人
が
来
て
、
例
年
の
よ

　

う
に
め
で
た
い
言
葉
を
述
べ
て
い
た
。

　
　

田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
朝
臣
と
大
光
明
寺
へ
お
参
り
に
行
っ
た
。
い
つ
も

　

の
よ
う
に
軽
食
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

五
日
、
晴
。
朝
廷
で
叙
位
の
儀
式
が
あ
り
、
執
筆
役
は
二
条
持
基
左
大
臣
だ
と
い
う
。

田
向
家
で
回
茶
を
す
る

　
　

吉
日
な
の
で
、
音
楽
会
を
始
め
た
。
平
調
の
曲
七
つ
・
双
調
の
曲
十
、
朗
詠
な

　

ど
を
自
分
一
人
で
行
い
、
新
年
を
お
祝
い
し
た
。
今
夜
は
田
向
家
で
回
茶
（※

）

　

が
あ
っ
た
。

赤
松
出
羽
守
が
落
馬
し
て
死
ぬ

　
　

と
こ
ろ
で
赤
松
出
羽
守
が
室
町
殿
御
所
か
ら
退
出
す
る
時
、
落
馬
し
て
、
す
ぐ

　

に
亡
く
な
っ
た
そ
う
だ
。

※

回
茶
（
か
い
ち
ゃ
）…

茶
の
種
類
を
当
て
る
遊
び
。
回
茶
の
語
は
、
孔
子
の
弟
子

　

顔
回
に
ち
な
ん
だ
も
の
。

万
物
が
雨
露
の
恩
を
浴
び
る

六
日
、
新
年
に
な
っ
て
初
め
て
雨
が
降
っ
た
。
草
木
が
よ
う
や
く
萌
え
出
て
、
梅
の

　

花
が
既
に
開
こ
う
と
し
て
い
る
。
万
物
が
雨
露
の
恩
を
浴
び
て
い
る
。
め
で
た
い

　

こ
と
だ
。
吉
日
な
の
で
、
湯
浴
み
を
始
め
た
。

　
　

さ
て
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
昨
日
よ
り
上
皇
様
は
ご
病
気
だ
そ
う
だ（※

）。

※

「
ご
病
気
だ
そ
う
だ
」…

原
文
で
は
「
御
歓
楽
と
云
々
」
と
表
記
さ
れ
て
い
る
。

七
日
、
雨
が
降
っ
た
。「
人
日
（
じ
ん
じ
つ
）
の
佳
い
時
節
だ
。
正
月
（※

）
の
め

　

で
た
い
兆
し
が
あ
り
、
す
べ
て
の
事
に
お
い
て
と
て
も
幸
せ
だ
」
と
予
祝
し
た
。

　

い
つ
も
の
よ
う
に
若
菜
の
お
祝
い
を
し
て
、
そ
の
後
、
強
飯
を
お
供
え
し
た
。
田

　

向
前
参
議
ら
も
お
祝
い
に
参
加
し
た
。

　
　

今
日
の
白
馬
宴
会
の
執
行
責
任
者
は
徳
大
寺
実
盛
大
納
言
だ
そ
う
だ
。

　
　

中
原
師
勝
外
記
が
叙
位
の
記
録
を
献
上
し
て
き
た
。
広
橋
兼
宣
大
納
言
が
一
位
、

　

万
里
小
路
中
納
言
が
従
二
位
の
位
を
授
け
ら
れ
た
。
そ
れ
以
外
は
た
い
し
た
こ
と

　

が
無
か
っ
た
。

　
　

夜
に
新
年
初
の
双
六
を
し
た
。
私
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
で
遊
ん
だ
。

　

行
豊
朝
臣
が
勝
っ
た
。
賞
品
の
扇
や
筆
な
ど
を
行
豊
に
与
え
た
。

※

正
月…
原
文
で
は
「
王
春
」（
お
う
し
ゅ
ん
）
と
い
う
季
語
（
正
月
の
異
称
）
を

　

用
い
て
い
る
。



－ 147 －

八
日
、
晴
。
用
健
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
特
別
に
新
年
の
引
き
出
物
を
進
上
し
て
下

　

さ
っ
た
。
ま
た
お
茶
一
袋
も
い
た
だ
い
た
。
惣
得
庵
主
や
明
元
ら
も
来
て
、
一
献

　

の
酒
宴
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
寿
蔵
主
が
酒
樽
一
つ
を
持
参
し
て
新
年
の
挨
拶
に

　

来
た
。
祝
い
酒
が
重
な
っ
て
、
酒
盛
り
に
な
っ
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長

　

資
・
行
豊
ら
朝
臣
も
参
加
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
惣
得
庵
主
に
引
き
出
物
を
与

　

え
た
。

後
小
松
上
皇
は
傷
風
で
重
体

九
日
、
晴
。
上
皇
様
の
ご
病
気
は
風
邪
（※

）
で
、
と
て
も
重
体
だ
そ
う
だ
。
日
本

　

国
中
の
者
は
皆
、
こ
の
事
態
に
驚
い
て
い
る
。

※

「
風
邪
」…

原
文
で
は
「
傷
風
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

十
日
、
晴
。
上
皇
様
の
ご
病
気
お
見
舞
い
を
冷
泉
永
基
朝
臣
を
通
し
て
内
々
に
行
っ

　

た
。
永
基
に
う
ま
く
上
皇
様
へ
お
伝
え
す
る
よ
う
、
命
じ
た
。

　
　

長
資
朝
臣
が
朝
廷
の
小
番
に
出
か
け
た
。
勾
当
内
侍
殿
へ
新
年
の
お
祝
い
を
申

　

し
上
げ
る
よ
う
、
長
資
に
命
じ
た
。

十
一
日
、
夜
に
雨
が
降
っ
た
。
朝
早
く
御
香
宮
・
山
田
宮
・
権
現
の
三
社
に
参
詣
し

　

た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
を
連
れ
て
行
っ
た
。

後
小
松
上
皇
が
病
気
な
の
で
歌
舞
は
控
え
る

　
　

西
大
路
隆
富
朝
臣
が
一
献
の
酒
を
持
参
し
て
、
新
年
の
挨
拶
に
来
た
。
い
つ
も

　

の
よ
う
に
恒
例
の
面
々
が
一
献
の
酒
宴
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
参
議
・
重
有
・
長

　

資
・
行
豊
・
隆
富
ら
朝
臣
が
酒
宴
に
参
加
し
た
。
上
皇
様
が
ご
病
気
な
の
で
、
歌

　

や
舞
は
控
え
た
。
そ
の
た
め
、
少
し
も
面
白
く
な
か
っ
た
。
そ
れ
に
松
囃
子
の
行

　

列
も
来
な
い
。

　
　

生
島
明
盛
と
島
田
定
直
が
新
年
の
挨
拶
に
来
た
。
本
来
な
ら
島
田
益
直
が
挨
拶

　

に
来
る
べ
き
だ
が
、
上
皇
様
に
昼
も
夜
も
お
仕
え
し
て
い
る
の
で
、
少
し
も
時
間

　

に
余
裕
が
な
い
そ
う
だ
。
そ
れ
で
代
わ
り
に
定
直
が
来
た
と
い
う
。
対
面
し
た
ら
、

　

す
ぐ
に
出
て
い
っ
た
。
明
盛
も
一
緒
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
彼
も
忙
し
い
そ
う
だ
。

十
二
日
、
晴
。
陰
陽
師
の
賀
茂
在
方
が
お
祈
り
始
め
と
し
て
、
御
撫
で
物
を
献
上
し

　

て
き
た
。
そ
の
撫
で
物
で
身
体
を
撫
で
ま
わ
し
、
す
ぐ
に
返
し
た
。

　
　

上
皇
様
の
ご
病
気
の
件
で
、
田
向
前
参
議
を
使
者
と
し
て
上
皇
御
所
へ
派
遣
し

　

た
。
室
町
殿
へ
の
御
年
賀
状
を
勧
修
寺
経
興
中
納
言
に
託
し
て
お
送
り
し
た
。

　
　

昼
に
大
光
明
寺
へ
行
っ
た
。
重
有
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
隆
富
朝
臣
も
行
っ
た
。

　

ま
ず
仏
殿
で
焼
香
し
、
次
に
塔
頭
大
通
院
へ
行
き
、
焼
香
し
た
。
長
老
と
お
会
い

　

し
て
、
お
茶
の
も
て
な
し
を
受
け
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
杉
原
紙
十
帖
と
扇
子
の

　

引
き
出
物
を
い
た
だ
い
た
。
重
有
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
に
も
各
々
扇
子
を
下
さ
っ
た
。

　

そ
の
後
、
指
月
庵
へ
行
き
、
す
ぐ
に
帰
っ
た
。

　
　

綾
小
路
信
俊
前
参
議
が
新
年
の
挨
拶
に
来
て
、
一
献
の
酒
を
持
参
し
た
。
そ
れ

　

で
す
ぐ
に
酒
を
飲
ん
だ
。
重
有
・
長
資
・
行
豊
・
隆
富
ら
朝
臣
と
い
う
よ
う
に
大

　

勢
が
酒
宴
に
参
加
し
た
。

後
小
松
上
皇
の
病
状

　
　

こ
の
一
献
の
最
中
に
、
田
向
前
参
議
が
戻
っ
て
き
た
。
上
皇
御
所
へ
行
き
、
冷

　

泉
永
基
朝
臣
を
通
し
て
病
気
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
た
そ
う
だ
。
上
皇
様
が
直
接
、

　

詳
し
い
ご
返
事
を
下
さ
っ
た
。
今
朝
か
ら
少
し
病
気
は
良
く
な
っ
た
と
い
う
。
近

　

臣
が
大
勢
詰
め
か
け
て
上
皇
様
に
お
仕
え
し
て
い
る
。
そ
の
近
臣
の
面
々
も
ご
快

　

復
の
ご
様
子
に
安
心
し
て
い
る
と
田
向
に
語
っ
た
そ
う
だ
。
喜
ば
し
い
こ
と
で
あ

　

る
。

後
小
松
上
皇
病
気
平
癒
の
た
め
、
種
々
の
祈
祷
が
行
わ
れ
る

　
　

今
日
か
ら
朝
廷
で
上
皇
様
の
病
気
回
復
の
た
め
に
、
ご
祈
祷
が
始
め
ら
れ
た
。

　
　

型
通
り
の
尊
勝
法
で
山
岡
崎
僧
正
が
導
師
だ
そ
う
だ
。
ま
た
七
十
六
ヶ
所
へ
ご

　

祈
祷
す
る
よ
う
に
も
陛
下
は
お
命
じ
に
な
っ
た
。
そ
れ
で
石
清
水
八
幡
宮
や
北
野

　

天
満
宮
で
、
大
般
若
経
を
省
略
し
な
い
で
読
経
す
る
法
会
が
行
わ
れ
て
い
る
。
ま

　

た
仁
和
寺
御
室
御
所
以
下
の
諸
門
跡
寺
院
で
は
、
宿
坊
な
ど
で
ご
祈
祷
が
行
わ
れ

　

て
い
る
そ
う
だ
。
今
夜
、
陰
陽
師
の
安
倍
有
富
朝
臣
は
、
泰
山
府
君
を
祭
っ
て
い

　

る
と
い
う
。
こ
の
よ
う
に
さ
ま
ざ
ま
な
ご
祈
祷
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
上
皇
様

　

の
ご
病
気
が
回
復
す
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
で
あ
る
。
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十
三
日
、
晴
。
町
経
時
朝
臣
が
新
年
の
挨
拶
に
来
た
の
で
、
対
面
し
た
。
殿
上
の
間

　

で
酒
を
飲
ま
せ
て
、
帰
し
た
。

光
台
寺
風
呂
始
め

　
　

光
台
寺
で
風
呂
始
め
が
あ
っ
た
。
綾
小
路
前
参
議
・
田
向
前
参
議
・
重
有
朝

　

臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
隆
富
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
梵
祐
・
行
豊
朝
臣
の
息
子

　

で
あ
る
稚
児
の
真
光
ら
も
行
っ
た
。
沐
浴
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
一
献
の
酒
宴
が

　

あ
っ
た
。
丁
寧
な
お
も
て
な
し
で
あ
っ
た
。

光
台
寺
の
幼
い
稚
児
は
天
骨
の
芸
才
が
あ
る

　
　

光
台
寺
の
幼
い
稚
児
が
歌
っ
た
り
舞
っ
た
り
し
た
。
幼
少
の
者
で
あ
る
が
、
生

　

ま
れ
つ
い
て
の
芸
才
が
あ
る
。
褒
美
に
御
扇
を
与
え
た
。
五
献
が
終
わ
っ
て
か
ら
、

　

座
を
立
っ
た
。
そ
の
足
で
隆
富
朝
臣
は
京
へ
戻
っ
た
。

　
　

そ
の
後
、
宮
家
で
音
楽
会
を
し
た
。
平
調
の
万
歳
楽
・
三
台
急
・
甘
州
・
太
平

　

楽
急
・
五
常
楽
急
と
朗
詠
な
ど
を
し
た
。
綾
小
路
前
参
議
と
長
資
朝
臣
も
合
奏
し

　

た
。

慶
寿
丸
に
は
音
楽
の
才
能
が
あ
る

　
　

慶
寿
丸
は
一
昨
年
か
ら
琵
琶
を
弾
い
て
い
る
。
特
に
短
い
曲
を
一
〜
二
曲
弾
か

　

せ
た
。
初
め
て
合
奏
も
し
て
み
た
。
慶
寿
丸
に
は
音
楽
の
才
能
が
あ
る
と
、
綾
小

　

路
前
参
議
は
頻
り
に
感
心
し
て
い
た
。

  　

と
こ
ろ
で
前
典
侍
禅
尼
が
酒
樽
な
ど
を
献
上
し
て
き
た
。
以
前
は
十
一
日
に
酒

　

樽
を
献
上
し
て
き
た
が
、
立
て
込
ん
だ
こ
と
が
あ
っ
て
、
献
上
が
今
日
に
な
っ
た

　

そ
う
だ
。
す
ぐ
に
こ
の
酒
を
味
わ
っ
た
。
そ
れ
が
数
献
の
酒
宴
と
な
り
、
さ
ら
に

　

は
酒
盛
り
と
な
っ
た
。
通
常
の
調
子
で
は
な
い
雅
楽
の
曲
な
ど
も
演
奏
さ
れ
、
と

　

て
も
面
白
か
っ
た
。
十
一
日
は
酒
盛
り
が
な
く
（※

）
興
ざ
め
で
あ
っ
た
。
し
か

　

し
今
日
は
そ
の
鬱
憤
も
晴
れ
た
の
で
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。
綾
小
路
・
田
向
二

　

人
の
前
参
議
・
重
有
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
ら
が
酒
宴
に
参
加
し
た
。
深
夜
に

　

な
っ
て
、
酒
盛
り
は
終
わ
っ
た
。

上
皇
御
所
近
辺
が
火
事
に
な
る

　
　

と
こ
ろ
で
後
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
京
の
正
親
町
小
路
と
土
御
門
大
路
の
交

　

差
点
付
近
で
火
事
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
朝
廷
や
上
皇
御
所
の
近
辺
な
の
で
大
騒
ぎ

　

に
な
り
、
御
調
度
品
な
ど
が
運
び
出
さ
れ
た
そ
う
だ
。
上
皇
御
所
の
四
足
門
に
も

　

火
が
つ
い
た
が
、
打
ち
消
し
た
と
い
う
。
ご
無
事
で
何
よ
り
で
あ
る
。

※

「
十
一
日
は
酒
盛
り
が
な
く
」…

十
一
日
に
一
献
の
酒
宴
は
あ
っ
た
が
、
後
小
松

　

上
皇
の
病
気
に
遠
慮
し
て
歌
や
舞
を
自
粛
し
て
い
た
。

十
四
日
、
晴
。
朝
早
く
音
楽
会
を
し
た
。
盤
渉
調
の
曲
を
八
つ
、
演
奏
し
た
。
綾
小

　

路
信
俊
前
参
議
・
長
資
朝
臣
・
慶
寿
丸
も
合
奏
し
た
。
音
楽
会
が
終
わ
っ
て
、
綾

　

小
路
前
参
議
は
帰
っ
て
い
っ
た
。

　
　

台
所
で
田
向
前
参
議
ら
と
村
の
男
ど
も
も
交
え
て
、
双
六
の
会
が
あ
っ
た
。
夜

　

に
は
ま
た
私
と
二
条
・
上
臈
の
三
人
で
双
六
を
打
っ
た
。
私
は
二
条
に
勝
っ
た
。

十
五
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
朝
早
く
御
粥
を
食
べ
た
。
夕
方
に
は
い
つ
も
の
よ

　

う
に
強
飯
を
お
供
え
し
て
小
正
月
の
お
祝
い
を
し
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
行

　

豊
朝
臣
も
一
緒
に
お
祝
い
し
た
。
長
資
朝
臣
は
、
上
皇
御
所
で
の
ご
祈
祷
で
灯
火

　

を
持
つ
役
を
す
る
た
め
に
京
都
に
出
て
行
っ
て
い
る
そ
う
だ
。

三
毬
杖
見
物
の
群
集
が
宮
家
の
前
庭
を
踏
み
荒
ら
す

　
　

村
の
松
囃
子
行
列
が
来
た
。
舟
津
の
物
真
似
芸
は
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ
て
、
と
て

　

も
面
白
か
っ
た
。
次
に
石
井
村
や
山
村
な
ど
の
行
列
が
来
た
が
、
特
別
な
物
真
似

　

芸
は
な
か
っ
た
。
す
ぐ
に
山
村
の
木
守
寺
の
者
た
ち
が
三
毬
杖
を
焼
い
た
。
こ
の

　

三
毬
杖
は
、
い
つ
も
の
よ
う
に
綾
小
路
前
参
議
・
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
ら
が

　

進
上
し
た
。
行
豊
朝
臣
も
毬
杖
を
一
本
進
上
し
た
。
昨
年
か
ら
宮
家
の
近
所
で
お

　

仕
え
し
て
い
る
の
で
進
上
し
た
そ
う
で
、
神
妙
な
こ
と
だ
。
見
物
の
群
集
が
大
勢

　

集
ま
っ
て
、
前
庭
な
ど
を
踏
み
荒
ら
し
、
と
ん
で
も
な
い
こ
と
を
し
で
か
し
た
。

　
　

夜
に
酒
を
飲
ん
だ
。
昨
夜
の
双
六
で
宮
家
の
女
性
た
ち
が
負
け
た
の
で
、
そ
の

　

負
け
態
と
し
て
二
条
と
上
臈
が
酒
を
用
意
し
た
。
東
御
方
が
酒
を
継
ぎ
足
し
て
く

　

れ
て
、
数
献
の
酒
宴
と
な
っ
た
。
そ
し
て
さ
ら
に
酒
盛
り
と
に
な
っ
た
。
田
向
前
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参
議
・
重
有
・
行
豊
朝
臣
・
寿
蔵
主
ら
も
参
加
し
た
。

　
　

そ
の
後
、
台
所
で
男
ど
も
が
博
奕
を
し
た
。

十
六
日
、
晴
れ
て
い
た
が
、
余
り
に
も
寒
く
な
り
、
雪
が
散
っ
た
。
聞
く
と
こ
ろ
に

　

よ
る
と
、
踏
歌
宴
会
の
執
行
責
任
者
は
正
親
町
三
条
公
雅
大
納
言
、
副
責
任
者
は

　

正
親
町
実
秀
権
大
納
言
・
清
閑
寺
家
俊
中
納
言
・
裏
松
義
資
新
中
納
言
・
勧
修
寺

　

経
興
中
納
言
・
高
倉
永
俊
参
議
・
花
山
院
持
忠
参
議
兼
近
衛
中
将
・
葉
室
宗
豊
参

　

議
兼
右
大
弁
だ
と
い
う
。
警
備
責
任
者
は
八
人
で
、
長
資
朝
臣
も
そ
の
一
人
だ
と

　

う
い
う
。

椎
野
寺
主
の
酒
で
、
貞
成
の
持
斎
が
無
駄
に
な
る

　
　

椎
野
が
来
た
。
そ
の
お
土
産
で
酒
を
飲
ん
だ
。
私
は
身
を
浄
め
て
い
る
最
中
だ
。

　

し
か
し
一
献
の
酒
に
誘
惑
さ
れ
、
身
の
浄
め
が
落
と
さ
れ
た
。
罪
作
り
で
あ
り
、

　

無
益
な
こ
と
だ
。

　
　

即
成
院
の
念
仏
に
参
列
し
た
。
宮
家
の
女
性
た
ち
や
田
向
前
参
議
ら
も
参
列
し

　

た
。
年
始
め
で
食
事
の
施
し
が
あ
る
日
な
の
で
、
男
女
三
〜
四
百
人
も
群
れ
集

　

ま
っ
た
。

京
都
柳
原
か
ら
来
た
松
拍
を
追
い
出
す

十
七
日
、
晴
。
京
都
か
ら
松
囃
子
が
来
た
。
京
の
柳
原
か
ら
来
た
そ
う
だ
。
こ
れ
ま

　

で
宮
家
に
は
来
な
か
っ
た
者
た
ち
で
あ
る
。
上
皇
様
ご
病
気
の
最
中
で
鳴
り
物
は

　

遠
慮
し
て
い
る
と
命
じ
て
、
追
い
出
し
た
。

　
　

京
へ
出
て
い
た
重
有
朝
臣
が
す
ぐ
に
帰
っ
て
き
た
。
上
皇
様
の
ご
病
気
は
良
く

　

な
っ
て
い
る
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
た
だ
順
調
に
回
復
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
そ

　

う
だ
。
上
皇
様
の
近
臣
た
ち
が
昼
夜
看
病
を
続
け
て
い
る
。
ま
だ
安
心
で
き
な
い

　

病
状
ら
し
い
。

十
八
日
、
晴
。
長
資
・
行
豊
朝
臣
が
京
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
世
間
話
を
し
て
く
れ
た
。

　

上
皇
様
の
ご
病
気
は
次
第
に
良
く
な
っ
て
い
る
。
朝
廷
で
の
ご
祈
祷
は
二
十
日
が

　

最
終
日
の
予
定
だ
っ
た
が
、
こ
の
日
は
運
の
悪
い
日
な
の
で
最
終
日
を
延
期
す
る

　

こ
と
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
長
資
・
行
豊
朝
臣
は
昨
夜
、
ご
祈
祷
の
場
で
灯
火
を
持

　

つ
役
を
勤
め
た
と
い
う
。
田
向
前
参
議
は
石
清
水
八
幡
宮
へ
お
参
り
に
行
っ
た
。

庭
田
重
有
ら
厄
神
に
参
詣
す
る

十
九
日
、
大
教
院
隆
経
法
印
が
来
た
。
少
し
酒
を
勧
め
た
後
、
出
て
い
っ
た
。
重

　

有
・
長
資
・
行
豊
朝
臣
と
慶
寿
丸
は
厄
神
へ
お
参
り
に
行
っ
た
。

回
茶
で
遊
ぶ

二
十
一
日
、
晴
。
回
茶
を
行
っ
た
。
賞
品
は
各
々
持
ち
寄
っ
た
。
参
加
者
は
私
・
椎

　

野
・
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
寿
蔵
主
・
行
光
・

　

禅
啓
・
広
時
ら
で
あ
る
。
面
々
が
い
ろ
い
ろ
と
興
味
深
い
賞
品
を
持
参
し
た
の
で
、

　

面
白
か
っ
た
。
広
時
が
一
番
、
お
茶
の
種
類
を
当
て
た
。
全
部
で
七
回
勝
負
し
て
、

　

そ
れ
ぞ
れ
の
勝
者
が
賞
品
を
取
っ
た
。
残
っ
た
賞
品
は
く
じ
引
き
で
取
り
分
け
た
。

　

そ
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
一
献
の
酒
宴
を
し
た
。
年
始
め
の
遊
興
で
、
め
で
た
い

　

こ
と
で
あ
る
。

二
十
二
日
、
朝
に
雪
が
降
っ
た
。
昼
に
は
冷
た
い
嵐
が
吹
き
、
雪
が
つ
む
じ
風
の
よ

　

う
に
舞
っ
た
。
こ
の
風
に
吹
か
れ
て
、
御
所
と
田
向
家
の
棟
が
破
損
し
た
。

　
　

法
安
寺
へ
行
っ
た
。
仁
王
経
の
ご
祈
祷
を
始
め
た
そ
う
だ
。

　
　

珠
侍
者
が
宮
家
に
一
献
の
酒
を
持
参
し
た
。
雪
見
酒
の
用
意
を
し
て
い
な
か

　

っ
た
の
で
、
ち
ょ
う
ど
い
い
具
合
で
、
珠
侍
者
の
心
遣
い
が
と
て
も
う
れ
し
か

　

っ
た
。
雪
見
酒
は
数
献
に
及
び
、
酒
盛
り
と
な
っ
た
。
宮
家
に
来
る
以
前
か
ら
珠

　

侍
者
は
ほ
ろ
酔
い
加
減
だ
っ
た
の
で
、
こ
の
酒
宴
は
と
て
も
盛
り
上
が
っ
た
。
珠

　

侍
者
に
扇
を
与
え
た
。
夜
に
な
っ
て
ま
た
一
献
の
酒
宴
が
終
わ
り
、
す
ぐ
に
酔
い

　

潰
れ
て
し
ま
っ
た
。
田
向
前
参
議
以
下
、
い
つ
も
の
面
々
が
雪
見
酒
に
参
加
し
た
。

犬
若
と
い
う
芸
人
の
松
拍
が
来
る

二
十
三
日
、
雪
が
降
っ
た
。
犬
若
の
松
囃
子
が
来
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
猿
楽
や
歌

　

と
舞
を
披
露
し
た
。
酒
と
肴
を
与
え
た
。
上
皇
様
の
ご
病
気
が
治
っ
た
の
で
、
あ

　

ち
こ
ち
で
松
囃
子
を
し
て
い
ま
す
と
話
し
て
い
た
。

　
　

そ
の
後
、
風
呂
に
入
っ
た
。

二
十
四
日
、
晴
。
上
皇
様
の
ご
病
気
が
治
っ
た
の
は
め
で
た
い
で
す
と
の
お
祝
い
の
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手
紙
を
、
い
つ
も
の
よ
う
に
冷
泉
永
基
朝
臣
を
通
し
て
お
送
り
し
た
。
椎
野
が
自

　

分
の
寺
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
蔭
蔵
主
松
崖
が
休
暇
を
終
え
て
天
龍
寺
へ
戻
っ
て
い
っ
た
の
で
、
昔

　

の
こ
と
を
思
い
だ
し
て
、
一
首
の
和
歌
を
彼
に
送
っ
た
。

　
　
　

思
い
出
ず
や　

春
よ
り
慣
れ
し　

去
年
（
こ
ぞ
）
の
夢

                    　
　
　
　
　
　
　

伏
見
は
つ
ら
き　

旅
寝
な
り
と
も

二
十
六
日
、
晴
。
郷
秋
が
来
た
の
で
、
音
楽
会
を
し
た
。
慶
雲
楽
・
万
歳
楽
・
三
台

　

急
・
甘
州
・
春
揚
柳
・
太
平
楽
急
・
五
常
楽
急
、
次
に
双
調
の
春
庭
楽
・
鳥
急
・

　

颯
踏
入
破
・
賀
殿
急
・
胡
飲
酒
破
・
武
徳
楽
・
陵
王
破
を
演
奏
し
た
。
長
資
朝
臣

　

は
笙
と
太
鼓
を
兼
ね
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
郷
秋
が
語
る
こ
と
に
は
、
上
皇
様
は
去
る
十
日
夜
の
ご
病
床
で
御
夢

　

想
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
ま
ず
看
病
に
当
た
っ
て
い
る
近
臣
の
人
々
が
な
ん
と
か
聞

　

い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
上
皇
様
は
「
大
勢
の
人
々
が
お
見
舞
い
に
来
た
。
室
町

　

殿
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
の
か
と
思
っ
て
、
起
き
上
が
っ
て
見
た
が
、
人
は
誰
も
居

　

な
い
。
不
思
議
に
思
っ
た
」
と
仰
っ
た
そ
う
だ
。
さ
ら
に
上
皇
様
は
「
私
は
今
、

　

夢
を
見
て
い
た
の
だ
」
と
だ
け
お
話
し
に
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
御
夢
想
の
詳
し

　

い
内
容
は
お
話
し
に
は
な
ら
な
か
っ
た
。

後
小
松
上
皇
は
蓬
莱
玉
を
受
け
取
る
夢
を
見
る

　
　

と
こ
ろ
が
次
の
夜
に
な
っ
て
、
上
皇
様
は
次
の
よ
う
に
お
話
し
に
な
っ
た
。　

　
「
私
は
昨
夜
と
同
じ
よ
う
な
夢
を
見
た
。
白
張
（
は
く
ち
ょ
う
）
装
束
の
男
二
〜

　

三
十
人
ば
か
り
が
や
っ
て
来
て
、
持
参
し
た
珠
を
献
上
し
て
き
た
。
そ
れ
で
私
が

　
『
こ
れ
は
何
だ
』
と
尋
ね
た
ら
、『
蓬
莱
玉
』
と
男
た
ち
は
答
え
た
。
す
ぐ
に
そ

　

れ
を
受
け
取
っ
た
と
思
っ
た
瞬
間
、
夢
が
覚
め
た
。
二
夜
続
け
て
同
様
の
夢
を
見

　

た
」
と
上
皇
様
は
語
ら
れ
た
そ
う
だ
。
す
べ
て
は
諸
神
が
上
皇
様
を
擁
護
な
さ
っ

　

て
い
る
表
れ
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
は
ご
病
気
が
回
復
す
る
霊
夢
で
あ
り
、
頼
も
し
い

　

こ
と
だ
と
い
う
。

茶
会

二
十
七
日
、
晴
。
茶
会
が
あ
っ
た
。
先
日
の
お
礼
と
し
て
宮
家
の
男
ど
も
が
準
備
し

　

た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
寿
蔵
主
・
行
光
・
禅
啓
・
広

　

時
ら
が
参
加
し
た
。
稚
児
の
本
玖
も
い
た
。
賞
品
を
各
々
が
持
参
し
た
。
七
回
勝

　

負
し
た
。
寿
蔵
主
が
勝
っ
た
。
残
る
賞
品
を
く
じ
引
き
で
取
り
分
け
た
。
い
つ
も

　

の
よ
う
に
一
献
の
酒
宴
を
し
た
。

双
六
と
博
奕

　
　

茶
会
が
終
わ
っ
て
か
ら
、
双
六
を
し
た
。
双
六
で
は
行
豊
朝
臣
が
勝
っ
た
。
そ

　

の
後
さ
ら
に
男
ど
も
は
午
前
三
時
過
ぎ
ま
で
博
奕
を
し
て
い
た
。
博
奕
も
行
豊
朝

　

臣
が
勝
っ
た
そ
う
だ
。

二
十
八
日
、
晴
。
冷
泉
正
永
が
新
年
の
挨
拶
に
来
た
。
さ
て
用
健
が
一
献
の
酒
宴
を

　

準
備
な
さ
っ
た
。
寿
蔵
主
に
軽
食
な
ど
を
準
備
す
る
よ
う
、
お
命
じ
に
な
っ
て
い

　

た
。
宮
家
の
女
性
た
ち
や
男
ど
も
が
大
勢
集
ま
っ
た
。

和
漢
連
句

　
　

一
献
の
酒
宴
の
後
、
梅
の
花
を
観
に
出
か
け
た
。
私
・
用
健
・
田
向
前
参
議
・

　

重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
正
永
・
具
侍
者
・
稚
児
の
真
光
ら
を
連

　

れ
て
行
っ
た
。
梅
林
庵
に
行
っ
た
が
、
ま
だ
花
盛
り
で
は
な
か
っ
た
。
懐
紙
に
書

　

き
付
け
な
い
和
漢
連
句
を
三
句
ほ
ど
詠
ん
だ
。
次
に
退
蔵
庵
へ
行
っ
た
。
庵
主
と

　

少
し
話
を
し
て
か
ら
、
帰
っ
た
。

慈
光
寺
通
光
が
中
風
で
死
ぬ

　
　

と
こ
ろ
で
後
に
聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
慈
光
寺
通
光
三
位
入
道
が
亡
く

　

な
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
二
〜
三
年
中
風
を
患
っ
て
い
た
が
、
そ
れ
が
悪
化
し
て
遂

　

に
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
。
昔
、
宮
家
に
功
労
が
あ
っ
た
者
な
の
で
、
特
に

　

か
わ
い
そ
う
に
思
っ
た
。

二
十
九
日
、
晴
。
双
六
の
総
当
た
り
戦
（※

）
を
し
た
。
私
・
田
向
前
参
議
・
重

　

有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
正
永
・
寿
蔵
主
・
禅
啓
ら
が
参
戦
し
た
。
一
番
勝
っ

　

た
者
を
褒
め
称
え
た
。　
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梅
見
遊
覧
か
ら
戻
る
女
性
た
ち
を
帰
り
立
ち
で
迎
え
る

　
　

と
こ
ろ
で
宮
家
の
女
性
た
ち
、
東
御
方
・
上
臈
・
二
条
・
今
参
・
塔
頭
御
寮
恵

　

芳
・
智
俊
・
女
官
ら
が
退
蔵
庵
の
梅
を
観
に
出
か
け
た
。
そ
の
一
行
の
帰
り
を
酒

　

宴
で
迎
え
よ
う
と
、
急
に
話
が
ま
と
ま
っ
た
。
そ
れ
で
殿
上
の
間
を
酒
宴
の
座
敷

　

に
し
た
。
屏
風
な
ど
も
少
し
飾
っ
た
。

　
　

田
向
前
参
議
は
も
と
も
と
酔
っ
て
い
た
の
で
、
女
性
た
ち
が
帰
っ
た
ら
、
す
ぐ

　

に
歌
っ
た
り
舞
っ
た
り
し
た
。
女
性
た
ち
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、
田
向
の
歌
舞
を

　

面
白
が
っ
た
。
女
性
た
ち
も
出
先
で
飲
ん
で
き
た
よ
う
だ
。
す
ぐ
に
酒
盛
り
と
な

　

り
、
乱
舞
を
す
る
な
ど
、
と
て
も
楽
し
か
っ
た
。

  　

智
俊
を
、
こ
の
よ
う
な
酒
席
に
初
め
て
召
し
加
え
た
。
そ
れ
な
の
に
、
す
ぐ
に

　

一
献
分
の
酒
代
を
持
参
し
て
き
た
。
と
り
あ
え
ず
の
用
意
だ
ろ
う
が
、
神
妙
な
こ

　

と
だ
。
こ
の
智
俊
を
迎
え
て
の
酒
宴
一
献
を
明
日
準
備
す
る
よ
う
に
、
女
性
た
ち

　

に
命
じ
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
今
出
川
家
に
酒
樽
な
ど
を
贈
っ
た
。
年
始
の
お
礼
を
今
出
川
公
行
前

　

左
大
臣
の
後
家
で
あ
る
陽
明
局
に
送
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　

先
日
の
蔭
蔵
主
と
の
和
歌
の
贈
答
、
彼
か
ら
は
漢
詩
で
応
答
が
あ
っ
た
。

　
　
　

静
掩
禅
関
山
更
深　

尤
欣
芳
信
為
相
尋

      　

一
場
春
夢
是
何
処　

旧
業
池
台
喬
木
陰

※

「
双
六
の
総
当
た
り
戦
」…

原
文
で
は
「
双
六
の
廻
し
打
ち
」
と
あ
る
。

三
十
日
、
晴
。
昨
日
の
智
俊
の
酒
代
を
も
と
に
一
献
の
酒
宴
を
し
た
。
宮
家
に
は
初

　

参
な
の
で
、
特
別
に
銅
に
金
メ
ッ
キ
し
た
花
瓶
と
机
を
智
俊
に
与
え
た
。
宮
家
の

　

女
性
た
ち
は
昨
日
の
帰
り
立
ち
の
お
礼
と
し
て
、
今
日
の
酒
宴
を
準
備
な
さ
っ
た
。

　

あ
れ
や
こ
れ
や
で
酒
宴
は
数
献
に
及
ん
だ
。
歌
や
舞
な
ど
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
。

　

参
加
者
は
昨
日
と
同
じ
だ
。
皆
、
と
て
も
酔
っ
払
っ
て
、
宴
会
は
終
了
し
た
。

二
月
一
日
、
雨
が
降
っ
た
。「
仲
春
の
良
い
兆
し
が
あ
り
、
朔
日
の
め
で
た
さ
よ
。

　

す
べ
て
に
お
い
て
と
て
も
幸
せ
だ
」
と
予
祝
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の

　

お
祝
い
を
し
た
。
正
永
が
帰
ろ
う
し
た
が
、
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
引
き
留
め

　

た
。

貞
成
と
冷
泉
正
永
の
和
歌

　
　

そ
れ
で
、
私
の
和
歌
を
正
永
に
詠
み
遣
わ
し
た
。

　
　
　

帰
る
さ
の　

障
り
の
雨
は　

今
日
も
な
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

留
む
る
心
や　

空
に
知
る
ら
ん

　
　
　

さ
り
と
て
は　

い
く
夜
も
泊
ま
れ　

く
れ
竹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
は
つ
ら
き　

旅
寝
な
り
と
も

　
　
　
　

返
歌                            　
　
　
　
　

正
永

　
　
　

今
日
も
な
お　

留
ま
ら
ば
や
の　

心
を
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

空
も
知
り
て　

降
れ
る
春
雨

　
　
　

い
く
夜
と
は　

限
ら
じ
も
の
を　

く
れ
竹
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伏
見
の
旅
寝　

万
代
ま
で
も

正
月
節
養

　
　

さ
て
廊
御
方
が
お
部
屋
に
招
待
し
て
下
さ
っ
て
、
御
節
養
の
酒
宴
と
な
っ
た
。

　

宮
家
の
女
性
た
ち
・
田
向
経
良
の
妻
で
あ
る
芝
殿
・
田
向
前
参
議
・
長
資
朝
臣
・

　

重
有
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
正
永
・
御
寮
・
経
良
の
妹
で
あ
る
玄
経
・
智
俊
ら
も
い

　

た
。
村
人
の
禅
啓
ら
大
勢
も
い
た
。
一
献
が
何
度
も
巡
っ
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に

　

歌
や
舞
が
あ
っ
た
。
特
に
正
永
が
採
桑
老
の
舞
曲
を
舞
っ
た
の
が
面
白
か
っ
た
。

　

禅
啓
が
お
代
わ
り
の
お
酒
を
用
意
し
た
。
一
日
中
、
酒
盛
り
で
に
ぎ
や
か
に
過
ご

　

し
、
新
年
を
お
祝
い
し
た
。
そ
の
後
、
男
ど
も
の
面
々
が
双
六
を
打
っ
た
。

二
日
、
晴
。
こ
の
と
こ
ろ
連
日
、
大
酒
を
飲
み
続
け
て
い
る
。
そ
れ
に
引
き
替
え
、

　

今
日
は
暇
だ
。
正
永
も
帰
っ
て
い
っ
た
。

春
の
野
遊
び
で
土
筆
を
と
る

三
日
、
晴
。
野
遊
び
に
出
か
け
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・

　

寿
蔵
主
を
お
供
に
し
た
。
上
三
栖
辺
り
に
行
き
、
土
筆
を
と
っ
た
。
し
ば
ら
く
し

　

て
帰
り
、
土
筆
を
味
わ
っ
た
。
そ
の
後
、
少
し
蹴
鞠
を
し
た
。

　
　

法
安
寺
の
住
職
が
来
た
。
明
日
、
お
寺
に
お
出
で
下
さ
い
と
の
こ
と
だ
っ
た
。



－ 152 －

法
安
寺
の
風
呂

四
日
、
晴
。
法
安
寺
へ
行
っ
た
。
東
御
方
・
廊
御
方
・
上
臈
・
二
条
殿
・
芝
殿
・
田

　

向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
稚
児
の
真
光
ら
も

　

連
れ
て
行
っ
た
。
局
女
や
女
官
の
目
々
も
同
じ
く
来
た
。
村
人
た
ち
も
数
人
来
た
。

　
　

ま
ず
軽
食
。
そ
の
後
、
風
呂
に
入
っ
た
。
そ
し
て
一
献
の
酒
宴
の
間
、
和
歌
を

　

詠
ん
だ
。
題
は
、
庭
の
梅
が
花
盛
り
で
あ
る
。
各
々
一
首
詠
ん
で
、
す
ぐ
に
皆
へ

　

披
露
し
た
。

　
　
　

代
々
を
経
し　

御
幸
の
跡
の　

庭
ふ
り
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
も
盛
り
の　

い
く
春
か
見
ん　
　
　

私

　
　
　

代
々
を
経
し　

君
が
御
幸
も　

今
日
こ
と
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
り
と
ぞ
見
る　

庭
の
梅
が
枝 　

     

経
良

　
　
　

い
く
年
の  

春
と
か
君
が　

契
る
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

梅
も
盛
り
の　

庭
の
夕
映
え　
　
　
　

重
有

　
　
　

万
代
の　

君
が
御
幸
の　

し
る
し
と
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
り
を
見
す
る　

庭
の
梅
が
枝　
　
　

長
資

　
　
　

一
し
お
は　

君
が
御
幸
に　

色
添
え
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
り
異
な
る　

庭
の
梅
が
枝　
　
　
　

行
豊

　
　
　

い
く
春
も　

君
が
御
幸
を　

契
り
つ
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

盛
り
久
し
き　

庭
の
こ
の
花　
　
　
　

慶
寿
丸

　
　

歌
の
披
露
が
終
わ
っ
て
、
ま
た
一
献
の
酒
宴
を
し
た
。
一
日
中
、
賑
や
か
な
こ

　

と
で
あ
っ
た
。
皆
深
く
酔
っ
て
、
帰
っ
て
い
っ
た
。

賢
聖
障
子
絵
図

五
日
、
雨
が
降
っ
た
。
行
豊
朝
臣
が
世
尊
寺
家
に
代
々
伝
わ
る
手
本
数
巻
を
持
っ
て

　

来
た
の
で
、
見
せ
て
も
ら
っ
た
。
賢
聖
障
子
絵
図
（※

）、
こ
の
絵
図
の
銘
に
は

　

世
尊
寺
行
俊
卿
が
書
い
た
と
あ
る
。
こ
の
障
子
は
現
在
、
内
裏
に
あ
る
。
す
ば
ら

　

し
い
も
の
だ
。
ま
た
中
国
人
が
書
い
た
巨
の
文
字
（※

）
な
ど
も
見
た
。
い
ず
れ

　

も
目
の
保
養
に
な
っ
た
。

伏
見
上
皇
や
三
賢
の
書

　
　

こ
の
お
礼
と
し
て
宮
家
が
持
っ
て
い
る
手
本
で
あ
る
伏
見
上
皇
の
直
筆
や
三
賢

　

で
あ
る
小
野
道
風
・
藤
原
佐
理
・
藤
原
行
成
の
書
な
ど
を
取
り
出
し
て
見
せ
た
。

　
　

そ
の
後
、
囲
碁
・
双
六
・
博
奕
な
ど
を
し
て
、
雨
中
の
暇
な
時
間
の
慰
め
と
し

　

た
。

※

「
賢
聖
障
子
絵
図
」…

こ
の
語
に
は
「
中
書
」
と
い
う
割
注
が
あ
る
。
未
詳
。

※

「
中
国
人
が
書
い
た
巨
の
文
字
」…

原
文
は
「
巨
文
字
」
に
「
唐
書
」
の
割
注
が

　

あ
る
。

六
日
、
晴
。
今
日
は
お
彼
岸
の
初
日
で
あ
る
。
身
を
浄
め
た
。

七
日
、
晴
れ
て
い
た
が
、
夕
方
に
な
っ
て
雨
が
降
っ
た
。
用
健
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た

　

の
で
、
雑
談
を
し
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
、
宮
家
の
女
性
た
ち
・
御
寮
・
智
俊
た
ち
が
梅
林
庵
の
梅
を
見
に

　

行
っ
た
そ
う
だ
。
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
寿
蔵
主
ら
も
酒
樽
を
持
っ
て
、
梅

　

林
庵
に
押
し
か
け
た
ら
し
い
。
内
本
善
祐
も
ま
た
酒
を
持
参
し
て
い
っ
た
と
い
う
。

　

あ
れ
や
こ
れ
や
で
大
酒
を
飲
み
、
乱
舞
ま
で
し
て
盛
り
上
が
っ
た
そ
う
だ
。

　
　

私
は
た
だ
一
人
暇
を
持
て
余
し
て
い
た
が
、
御
寮
が
お
酒
を
持
参
し
て
き
て
く

　

れ
て
、
楽
し
か
っ
た
。
田
向
前
参
議
た
ち
は
酔
い
潰
れ
て
、
前
後
も
分
か
ら
な
い

　

状
態
に
な
っ
た
ら
し
い
。
行
豊
朝
臣
一
人
が
宮
家
に
来
て
く
れ
た
。
女
性
た
ち
も

　

戻
っ
て
き
て
、
少
し
酒
盛
り
を
し
た
。
人
数
は
少
な
か
っ
た
が
、
か
え
っ
て
面
白

　

か
っ
た
。

九
日
、
晴
。
今
日
は
お
彼
岸
の
中
日
だ
。
い
つ
も
の
よ
う
に
身
を
浄
め
た
。
御
香
宮

　

に
参
詣
し
た
。
宮
家
の
女
性
た
ち
と
も
連
れ
だ
っ
て
即
成
院
へ
行
き
、
念
仏
を
唱

　

え
た
。
即
成
院
善
基
が
酒
宴
を
主
催
し
た
。
身
を
浄
め
て
い
る
最
中
な
の
で
私
は

　

辞
退
し
た
が
、
し
つ
こ
く
勧
め
ら
れ
た
の
で
、
身
を
落
と
し
て
し
ま
っ
た
。
戒
律

　

を
破
る
の
は
恐
ろ
し
い
こ
と
だ
が
、
楽
し
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
帰
っ
た
。

庭
田
重
有
の
愛
妾
で
女
官
の
賀
々
が
女
児
を
産
む

　
　

と
こ
ろ
で
女
官
の
賀
々
が
今
日
の
明
け
方
、
無
事
、
女
児
を
出
産
し
た
そ
う
だ
。
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賀
々
は
重
有
朝
臣
の
愛
妾
で
あ
る
。
既
に
六
〜
七
人
も
子
供
を
産
ま
せ
て
い
る
。

　

お
盛
ん
な
こ
と
と
い
え
よ
う
。

相
国
寺
喝
食
の
真
光
は
世
尊
寺
行
豊
の
子
息

　
　

稚
児
の
真
光
が
お
寺
へ
帰
っ
た
。
書
道
の
お
手
本
一
巻
を
真
光
に
与
え
た
。
こ

　

の
真
光
は
行
豊
朝
臣
の
子
で
、
相
国
寺
に
住
ん
で
い
る
そ
う
だ
。

　
　

田
向
家
の
男
女
と
寿
蔵
主
が
物
詣
で
か
ら
帰
っ
た
。
庭
田
家
の
者
た
ち
が
坂
迎

　

え
（※

）
を
し
て
、
大
酒
を
飲
ん
だ
そ
う
だ
。

※

坂
迎
え
（
さ
か
む
か
え
）…
遠
い
旅
か
ら
戻
る
者
を
村
境
な
ど
で
出
迎
え
て
、
酒

　

宴
を
す
る
こ
と
。

十
日
、
晴
。
田
向
家
で
、
昨
日
の
坂
迎
え
の
お
礼
と
し
て
酒
宴
が
催
さ
れ
た
そ
う
だ
。

祐
誉
僧
都
が
瑠
璃
呉
器
を
貞
成
の
息
子
に
献
上
し
た

十
一
日
、
晴
。
祐
誉
僧
都
が
一
献
の
酒
を
持
参
し
て
来
た
。
息
子
に
青
色
の
宝
石
で

　

飾
ら
れ
た
茶
碗
を
献
上
し
て
く
れ
た
。
す
ば
ら
し
い
品
で
あ
る
。
神
妙
神
妙
。
酒

　

宴
に
は
田
向
前
参
議
以
下
行
豊
朝
臣
ら
が
参
加
し
た
。
蔭
蔵
主
松
崖
が
今
年
に

　

な
っ
て
初
め
て
来
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
兄
の
葆
光
院
の
御
七
回
忌
で
あ
る
。
蔵
光
庵
に
御
仏
事
料
を
奉
納
し

　

た
。
大
光
明
寺
へ
も
型
通
り
仏
事
料
を
納
め
た
。
今
夜
か
ら
御
所
で
お
経
を
読
む
。

　

比
丘
尼
た
ち
・
寿
蔵
主
・
即
成
院
善
基
・
同
院
梵
祐
が
読
経
に
参
加
し
て
く
れ
た
。

　

兄
の
後
家
で
あ
る
上
臈
の
部
屋
で
御
仏
事
を
し
た
。

治
仁
王
の
七
周
忌

十
二
日
、
晴
。
お
彼
岸
の
最
終
日
で
あ
る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
身
を
浄
め
た
。

　
　

兄
・
葆
光
院
の
御
仏
事
を
型
通
り
執
行
し
た
。
蔭
蔵
主
松
崖
・
寿
蔵
主
・
即
成

　

院
主
梵
基
・
同
院
善
基
・
梵
祐
ら
が
参
列
し
た
。
椎
野
寺
主
の
浄
金
剛
院
で
も
御

　

仏
事
を
し
て
い
る
そ
う
だ
。
ま
ず
軽
食
を
と
っ
た
。
そ
の
後
、
一
時
間
、
い
つ
も

　

の
よ
う
に
お
経
を
読
ん
だ
。
そ
の
後
ま
た
、
例
に
よ
っ
て
読
経
後
の
軽
食
に
男
ど

　

も
も
お
相
伴
し
た
。

　
　

御
仏
事
が
終
わ
っ
て
、
大
光
明
寺
へ
行
っ
た
。
東
御
方
・
廊
御
方
・
上
臈
・
玄

　

経
・
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
慶
寿
丸
も
行
っ
た
。

足
利
義
持
の
誕
生
日
祈
祷

　
　

大
光
明
寺
で
は
ち
ょ
う
ど
大
般
若
経
を
略
読
し
て
い
た
。
こ
れ
は
室
町
殿
の
御

　

誕
生
日
の
ご
祈
祷
で
あ
る
。
長
老
は
出
座
し
て
い
な
か
っ
た
。
触
穢
な
の
で
遠
慮

　

し
て
い
る
そ
う
だ
。

　
　

姪
の
鳴
滝
殿
へ
も
御
仏
事
料
を
少
々
送
っ
た
。

十
三
日
、
曇
。
遊
山
に
出
た
。
松
崖
・
田
向
前
参
議
・
重
有
・
行
豊
ら
朝
臣
・
慶
寿

　

丸
を
連
れ
て
行
っ
た
。
雨
が
降
っ
て
き
た
の
で
、
指
月
庵
に
行
っ
た
。
特
に
面
白

　

い
こ
と
は
な
か
っ
た
。

三
木
善
国
の
酒

　
　

宮
家
に
帰
っ
て
か
ら
酒
を
飲
ん
だ
。
こ
の
酒
は
地
侍
の
三
木
善
国
が
献
上
し
て

　

き
た
も
の
だ
っ
た
。
善
国
は
こ
の
一
〜
二
年
、
宮
家
へ
仕
え
て
こ
な
か
っ
た
。
今

　

年
の
春
か
ら
ま
た
お
仕
え
し
ま
す
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
、
そ
の
挨
拶
代
わ
り
の

　

酒
な
の
で
あ
ろ
う
。

琵
琶
法
師
の
米
一
座
頭

十
四
日
、
晴
。
風
呂
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、
行
豊
朝
臣
が
琵
琶
法
師
の
米
一
座
頭
を

　

連
れ
て
来
た
。
ま
だ
初
心
者
だ
そ
う
だ
。
し
か
し
、
語
り
の
声
に
問
題
は
な
い
。

　

平
家
物
語
二
〜
三
句
と
小
歌
な
ど
を
演
じ
た
。

京
都
三
条
辺
り
の
遊
君
の
家
が
焼
け
る

　
　

聞
い
た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
京
辺
り
で
火
事
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
三
条
あ
た
り

　

の
遊
女
の
家
が
焼
け
た
と
い
う
。

即
成
院
善
基
・
梵
祐
が
宮
家
で
舎
利
会
講
式
・
和
讃
を
勤
仕
す
る

十
五
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
涅
槃
会
を
し
た
。
涅
槃
像
へ
の
捧
げ
物
を
宮
家
の

　

男
女
が
献
上
し
た
。
即
成
院
の
善
基
と
梵
祐
が
来
て
、
い
つ
も
の
よ
う
に
舎
利
会

　

の
講
式
や
和
讃
な
ど
を
勤
め
て
く
れ
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・
行
豊
ら

　

朝
臣
が
参
列
し
た
。
釈
迦
念
仏
を
唱
え
た
。

十
六
日
、
晴
。
大
光
明
寺
が
花
盛
り
な
の
で
、
遊
覧
し
に
行
っ
た
。
田
向
前
参
議
・
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重
有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
寿
蔵
主
を
連
れ
て
行
っ
た
。
今
年
は
特

　

に
花
の
咲
き
具
合
が
す
ば
ら
し
い
。
酒
樽
を
一
つ
携
え
て
、
不
動
堂
で
花
見
酒
を

　

し
た
。

神
変
無
尽
の
獅
子
舞

　
　

帰
り
道
で
、
獅
子
舞
と
出
会
っ
た
。
そ
の
ま
ま
す
ぐ
に
御
所
へ
来
た
。
太
刀
・

　

刀
を
抜
き
、
限
り
な
く
踊
り
狂
う
が
、
洗
練
さ
れ
て
は
い
な
い
。
た
だ
そ
の
姿
は

　

不
思
議
に
変
幻
自
在
な
あ
り
さ
ま
だ
っ
た
。
扇
な
ど
を
与
え
た
。

　
　

さ
て
常
盤
井
宮
の
娘
で
あ
る
勧
修
寺
御
比
丘
尼
が
明
日
、
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
連

　

絡
が
あ
っ
た
の
で
、
お
迎
え
す
る
準
備
で
忙
し
い
。
お
も
て
な
し
の
ご
馳
走
を
準

　

備
す
る
よ
う
、
寿
蔵
主
に
命
じ
た
。
勧
修
寺
御
比
丘
尼
は
こ
の
七
〜
八
ヶ
年
、

　

ず
っ
と
宮
家
に
は
い
ら
っ
し
ゃ
ら
な
か
っ
た
。
私
の
代
に
な
っ
て
か
ら
は
初
め
て

　

の
事
で
あ
る
。

　
　

夜
、
い
つ
も
の
よ
う
に
即
成
院
の
念
仏
会
に
参
列
し
た
。

常
盤
井
宮
の
娘
・
勧
修
寺
御
比
丘
尼
が
来
臨
す
る

十
七
日
、
晴
。
勧
修
寺
御
比
丘
尼
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
善
首
座
・
何
々
と
い
う
蔵

　

主
や
稚
児
た
ち
も
お
供
し
て
き
た
。
お
土
産
に
お
弁
当
箱
三
つ
と
酒
樽
な
ど
、
い

　

ろ
い
ろ
と
い
た
だ
い
た
。
お
弁
当
箱
は
、
蒔
絵
を
施
し
た
手
箱
で
、
古
今
・
後

　

撰
・
拾
遺
と
銘
が
書
か
れ
て
い
る
、
す
ば
ら
し
い
品
で
あ
っ
た
。
常
盤
井
殿
の
御

　

品
だ
そ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な
勅
撰
三
代
集
の
お
弁
当
箱
は
珍
し
く
、
目
の
保
養
と

　

な
っ
た
。
す
ぐ
に
お
会
い
し
て
、
酒
宴
と
な
っ
た
。

船
遊
び
を
す
る

　
　

そ
し
て
お
も
て
な
し
と
し
て
、
船
遊
び
を
実
施
し
た
。
こ
れ
は
寿
蔵
主
が
手
配

　

し
て
く
れ
た
。
ま
ず
退
蔵
庵
・
大
光
明
寺
の
花
を
遊
覧
し
た
。
次
に
指
月
庵
へ
行

　

き
、
東
津
か
ら
船
に
乗
っ
た
。
私
・
息
子
・
勧
修
寺
御
住
職
・
東
御
方
・
廊
御

　

方
・
二
条
殿
・
御
寮
・
玄
経
・
善
首
座
・
某
蔵
主
・
稚
児
・
田
向
前
参
議
・
重

　

有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
寿
蔵
主
・
稚
児
の
本
玖
・
稚
児
の
某
ら
が

　

船
に
乗
っ
た
。

琵
琶
法
師
の
米
一
座
頭

　
　

川
上
へ
漕
ぎ
廻
し
た
。
勧
修
寺
御
住
職
は
特
に
お
喜
び
に
な
っ
て
い
た
。
雅
楽

　

の
曲
を
三
つ
、
長
資
朝
臣
が
笙
、
私
が
琵
琶
で
演
奏
し
た
。
音
楽
な
ど
興
味
は
尽

　

き
な
か
っ
た
。
琵
琶
法
師
の
米
一
座
頭
を
呼
び
出
し
て
、
平
家
物
語
な
ど
い
ろ
い

　

ろ
の
芸
を
さ
せ
た
。
と
て
も
面
白
か
っ
た
。
夜
に
な
っ
て
帰
っ
た
。

　
　

そ
の
後
、
宮
家
の
女
性
た
ち
や
男
ど
も
は
酒
樽
一
つ
を
携
え
て
塔
頭
大
通
院

　
（※

）
に
行
き
、
終
夜
、
酒
盛
り
や
乱
舞
で
楽
し
ん
だ
そ
う
だ
。
私
は
酔
い
潰
れ

　

て
眠
っ
て
い
た
の
で
、
こ
の
事
は
後
に
な
っ
て
聞
い
た
。

※

「
塔
頭
大
通
院
」…

原
文
で
は
た
だ
「
塔
頭
」
と
の
み
書
か
れ
て
い
る
。

十
八
日
、
晴
。
勧
修
寺
御
住
職
が
ご
滞
在
中
で
、
前
庭
の
花
見
の
酒
宴
を
し
た
。
面

　

白
か
っ
た
。
三
献
の
酒
宴
を
終
え
て
、
お
客
人
は
お
帰
り
に
な
っ
た
。
お
父
上
の

　

常
盤
井
殿
が
勧
修
寺
門
跡
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
い
う
の
で
、
急
い
で
京
都
へ
お
帰

　

り
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

今
出
川
実
富
の
弟
・
洪
珉
侍
者
が
来
る

　
　

と
こ
ろ
で
、
洪
珉
侍
者
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
洪
珉
侍
者
は
相
国
寺
に
住
ん
で

　

い
る
。
今
出
川
実
富
前
大
納
言
の
弟
だ
。
こ
の
伏
見
へ
は
初
め
て
来
た
そ
う
だ
。

　

か
つ
て
私
が
住
ん
で
い
た
頃
の
今
出
川
家
で
お
会
い
し
て
以
来
、
初
め
て
お
会
い

　

し
た
。
珍
し
い
こ
と
で
、
う
れ
し
か
っ
た
。
し
ば
ら
く
雑
談
し
て
、
す
ぐ
に
帰
っ

　

て
い
っ
た
。

　
　

前
庭
の
花
見
を
す
る
の
で
、
芝
殿
と
惣
得
庵
主
を
呼
ん
で
花
見
酒
を
飲
ん
だ
。

　

そ
の
後
、
松
崖
・
宮
家
の
女
性
た
ち
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
は
大
光
明
寺
の
花
を

　

遊
覧
し
に
出
か
け
た
。
宮
家
に
残
っ
た
私
・
芝
殿
・
惣
得
庵
主
・
田
向
前
参
議
・

　

重
有
朝
臣
は
酔
っ
て
い
た
の
で
、
面
々
が
大
光
明
寺
か
ら
戻
っ
て
く
る
の
を
待
っ

　

た
。

　
　

妙
見
社
の
前
、
馬
場
の
花
の
下
に
畳
を
敷
い
て
、
酒
樽
を
用
意
し
た
。
宮
家
の

　

女
性
た
ち
が
帰
っ
て
く
る
の
を
そ
こ
で
引
き
留
め
た
。
面
々
は
戸
惑
っ
て
い
た
が
、

　

面
白
が
っ
た
。
ま
た
こ
こ
で
酒
盛
り
と
な
っ
た
。
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一
日
中
、
酒
を
飲
み
な
が
ら
花
見
を
し
た
。
近
来
で
は
と
て
も
面
白
い
酒
宴
で

　

あ
っ
た
。
と
て
も
酔
っ
て
し
ま
っ
て
、
当
座
の
酒
盛
り
に
も
出
て
し
ま
っ
た
。
こ

　

れ
も
楽
し
か
っ
た
。

山
田
宮
の
拝
殿
で
酒
宴
を
す
る

十
九
日
、
晴
。
昨
日
の
花
見
酒
の
お
返
し
と
し
て
酒
宴
を
、
松
崖
・
宮
家
の
女
性
の

　

東
御
方
・
上
臈
・
二
条
殿
、
そ
れ
に
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
が
主
催
し
た
。
山
田
宮

　

の
拝
殿
に
酒
樽
を
置
き
、
村
人
た
ち
や
琵
琶
法
師
の
米
一
座
頭
ら
が
待
ち
構
え
て

　

い
た
。
酒
盛
り
や
歌
舞
な
ど
、
そ
の
面
白
さ
は
限
り
な
か
っ
た
。

　
　

酔
狂
の
余
り
、
惣
得
庵
へ
押
し
か
け
た
。
女
性
陣
は
宮
家
へ
逃
げ
帰
っ
た
が
、

　

私
は
し
ば
ら
く
惣
得
庵
に
落
ち
着
い
て
い
た
。
そ
う
し
た
ら
ま
た
酒
盛
り
と
な

　

っ
た
。
夜
に
な
っ
て
宮
家
へ
帰
っ
た
。

　
　

留
守
の
間
、
椎
野
が
来
て
い
た
。
椎
野
の
お
見
送
り
で
ま
た
一
献
の
酒
宴
が

　

あ
っ
た
。

二
十
日
、
晴
。
前
庭
の
花
の
下
で
、
少
し
花
見
酒
を
飲
ん
だ
。
先
日
の
涅
槃
会
の
供

　

物
を
く
じ
引
き
で
宮
家
の
男
女
が
取
り
分
け
た
。

護
正
院
宮
と
円
満
院
宮
の
皇
族
同
士
が
殺
し
合
う

　
　

と
こ
ろ
で
後
に
聞
い
た
と
こ
ろ
で
は
、
今
日
、
護
正
院
宮
と
前
の
円
満
院
宮
の

　

間
で
争
い
事
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
円
満
院
宮
と
護
正
院
宮
の
二
人
が
同
じ
輿
に

　

乗
っ
て
い
た
際
、
輿
の
中
で
円
満
院
宮
が
護
正
院
宮
を
刺
し
殺
そ
う
と
し
た
。
と

　

こ
ろ
が
か
え
っ
て
円
満
院
宮
の
方
が
刺
し
殺
さ
れ
た
と
い
う
。
護
正
院
宮
も
怪
我

　

を
し
た
ら
し
い
。
そ
の
状
況
を
詳
し
く
記
す
の
は
や
め
よ
う
。
不
思
議
な
こ
と
で

　

あ
る
。
円
満
院
宮
は
狂
気
の
人
だ
そ
う
だ
。

二
十
一
日
、
雨
が
降
っ
た
。
椎
野
の
お
寺
・
浄
金
剛
院
の
敷
地
に
関
し
て
負
債
が
あ

　

る
ら
し
い
。
そ
の
件
で
、
細
川
基
之
阿
波
守
に
対
し
て
椎
野
が
言
い
た
い
こ
と
が

　

あ
る
そ
う
で
、
重
有
朝
臣
が
椎
野
の
使
者
と
し
て
細
川
の
屋
敷
に
向
か
っ
た
。
す

　

ぐ
に
帰
っ
て
き
て
、
椎
野
に
事
情
を
報
告
し
た
よ
う
だ
。
細
川
は
承
諾
し
な

　

か
っ
た
ら
し
い
。

二
十
二
日
、
雨
が
降
っ
た
。
来
た
る
二
十
五
日
に
北
野
天
満
宮
に
奉
納
す
る
た
め
、

　

和
歌
の
題
を
出
し
た
。
行
豊
朝
臣
に
そ
の
題
を
清
書
さ
せ
、
面
々
に
配
っ
た
。

小
川
宮
、
兄
称
光
天
皇
飼
育
の
羊
を
殴
り
殺
す

　
　

と
こ
ろ
で
聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
天
皇
陛
下
が
飼
育
な
さ
っ
て
い
た
羊
を
弟

　

の
小
川
宮
が
欲
し
が
っ
た
の
で
、
お
与
え
に
な
っ
た
。
と
こ
ろ
が
小
川
宮
は
す
ぐ

　

に
そ
の
羊
を
殴
り
殺
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
こ
と
だ
け
で
な
く
、
陛
下
ご
弟
の
仲

　

が
い
ろ
い
ろ
と
険
悪
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
噂
が
流
れ
て
い
る
。
よ
ろ
し
く
な
い

　

こ
と
だ
。

紙
の
博
奕

　
　

夜
、
松
崖
が
酒
宴
を
開
い
た
。
田
向
前
参
議
以
下
、
浄
金
剛
院
の
僧
で
あ
る
観

　

悟
ら
も
参
加
し
た
。
そ
の
後
、
紙
の
博
奕
（※

）
が
あ
っ
た
。

※

「
紙
の
博
奕
」…

原
文
通
り
。
内
容
は
未
詳
。

二
十
三
日
、
晴
。
遊
山
に
出
て
、
松
を
掘
ら
せ
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
・
長
資
・

　

行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
を
連
れ
て
行
っ
た
。
即
成
院
に
行
き
、
少
し
酒
を
飲
ん
だ
。

小
川
禅
啓
宅
の
松
の
大
木

　
　

帰
り
道
、
小
川
禅
啓
の
屋
敷
に
行
き
、
庭
の
松
を
伺
い
見
た
。
こ
の
松
が
欲
し

　

い
と
思
っ
た
が
、
大
き
な
松
だ
っ
た
の
で
、
あ
き
ら
め
た
。
し
ば
ら
く
し
て
帰
っ

　

た
。
前
庭
に
掘
っ
て
き
た
松
を
植
え
た
。

　
　

禅
啓
が
来
た
。
留
守
中
に
私
の
屋
敷
を
御
覧
く
だ
さ
り
、
恐
れ
多
い
こ
と
で
ご

　

ざ
い
ま
し
た
と
言
っ
て
、
酒
樽
な
ど
を
持
参
し
て
き
た
。
そ
れ
で
一
献
の
酒
宴
と

　

な
り
、
大
酒
を
飲
ん
だ
。
思
い
が
け
な
い
心
配
り
で
あ
っ
た
。

後
小
松
上
皇
の
御
湯
始
め

二
十
四
日
、
晴
。
後
小
松
上
皇
様
が
、
ご
病
気
全
快
以
後
、
は
じ
め
て
お
風
呂
に

　

入
っ
た
そ
う
だ
。
そ
れ
で
面
々
が
お
祝
い
に
御
馬
を
献
上
し
た
と
い
う
。
そ
れ
で

　

宮
家
か
ら
も
御
馬
一
頭
の
代
銭
二
貫
文
を
、
冷
泉
永
基
朝
臣
を
通
し
て
献
上
し
た
。

　

永
基
は
こ
の
銭
を
事
務
担
当
の
広
橋
兼
宣
に
渡
し
た
そ
う
だ
。

　
　

馬
の
代
銭
額
は
諸
人
で
も
こ
の
程
度
だ
と
聞
い
た
の
で
、
他
と
同
様
に
し
よ
う
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と
思
っ
た
次
第
で
あ
る
。
少
額
で
あ
っ
た
の
は
良
く
な
か
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　

永
基
朝
臣
を
通
し
て
上
皇
様
か
ら
の
お
返
事
が
あ
り
、
病
気
が
治
っ
た
の
は
め
で

　

た
く
、
お
祝
い
を
い
た
だ
い
た
の
は
う
れ
し
く
存
じ
ま
す
と
の
こ
と
だ
っ
た
。

足
利
義
持
か
ら
の
献
上
品

　
　

室
町
殿
は
上
皇
様
に
綾
の
御
服
五
着
・
御
夜
着
二
揃
い
・
御
羽
織
二
着
を
贈
ら

　

れ
た
そ
う
だ
。
お
風
呂
上
が
り
に
お
召
し
替
え
下
さ
い
と
室
町
殿
か
ら
ご
連
絡
が

　

あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
他
、
諸
門
跡
・
九
条
満
教
関
白
・
公
卿
・
殿
上
人
ら
か
ら

　

も
献
上
品
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

医
師
三
位
房
へ
の
褒
賞

　
　

そ
れ
で
献
上
品
は
御
馬
八
頭
・
御
馬
の
代
銭
五
十
貫
文
・
太
刀
三
十
二
振
り
に

　

な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
医
師
の
三
位
房
に
与
え
ら
れ
た
。
こ
の
他
に

　

も
御
衣
一
着
・
御
夜
着
二
揃
い
・
お
盆
・
香
箱
・
食
籠
・
台
付
き
の
呉
器

　
（※

）・
銭
五
十
貫
文
も
三
位
房
に
お
与
え
に
な
っ
た
。
ま
た
室
町
殿
か
ら
も
銭
五

　

十
貫
文
が
特
別
に
与
え
ら
れ
た
そ
う
だ
。
三
位
房
は
い
ち
や
く
大
金
持
ち
と
な
り
、

　

希
に
見
る
名
誉
な
こ
と
で
あ
ろ
う
。

※

台
付
き
の
呉
器
（
ご
き
）…

高
台
の
付
い
た
抹
茶
茶
碗
。

北
野
天
満
宮
奉
納
の
和
歌
と
連
歌

二
十
五
日
、
雨
が
降
っ
た
が
、
夕
方
に
は
晴
れ
た
。
北
野
天
満
宮
奉
納
の
和
歌
や
連

　

歌
の
会
を
行
っ
た
。
座
敷
を
少
し
飾
っ
た
。
屏
風
を
立
て
、
天
神
様
の
名
号
「
南

　

無
天
満
大
自
在
天
神
」
の
掛
け
軸
や
中
国
風
の
絵
な
ど
を
懸
け
た
。

　
　

ま
ず
和
歌
の
披
露
が
あ
っ
た
。
歌
人
は
私
・
椎
野
（
漢
詩
）・
用
健
（
漢
詩
・

　

今
日
は
欠
席
）・
松
崖
（
漢
詩
）・
二
条
為
定
の
娘
で
あ
る
芳
徳
庵
主
（
欠
席
）・

　

田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
冷
泉
正
永
（
欠

　

席
）・
大
光
明
寺
の
僧
で
あ
る
慈
竜
維
那
（
漢
詩
・
欠
席
）・
珠
侍
者
（
漢
詩
）
で

　

あ
る
。

　
　

次
に
連
歌
。
参
加
者
は
私
・
椎
野
・
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・

　

行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
・
即
成
院
善
基
・
梵
祐
・
稚
児
の
澄
薫
・
稚
児
の
本
玖
・
具

　

侍
者
・
行
光
・
禅
啓
ら
で
あ
る
。
午
後
九
時
に
百
韻
詠
み
終
わ
っ
た
。
そ
し
て
い

　

つ
も
の
よ
う
に
一
献
の
酒
宴
を
し
た
。
今
年
に
な
っ
て
初
め
て
の
連
歌
会
だ
っ
た
。

　

無
事
終
了
し
て
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

二
十
六
日
、
晴
。
前
庭
に
松
や
秋
草
な
ど
を
植
え
た
。

博
奕
の
会

二
十
七
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
風
呂
に
入
っ
た
。
夜
に
博
奕
の
会
が
あ
っ
た
。

　

重
有
・
長
資
・
行
豊
朝
臣
ら
が
行
っ
た
。

遊
山
で
ゼ
ン
マ
イ
を
採
る

二
十
八
日
、
晴
。
遊
山
に
出
て
、
紫
蕨
（
ゼ
ン
マ
イ
）
を
採
っ
た
。
松
崖
・
二
条
・

　

上
臈
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
・
慶
寿
丸
を
連
れ
て
行
っ
た
。
女
官

　

の
め
ゝ
も
同
じ
く
来
た
。
惣
得
庵
主
と
明
元
に
会
っ
た
。
不
動
堂
で
惣
得
庵
主
が

　

酒
宴
を
開
い
た
。
し
ば
ら
く
し
て
帰
っ
た
。
宮
家
の
女
性
二
人
、
二
条
と
上
臈
を

　

惣
得
庵
主
が
庵
に
招
い
て
行
っ
た
。
そ
の
後
、
松
崖
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
が

　

酒
樽
を
携
え
て
惣
得
庵
へ
行
っ
た
。

二
十
九
日
、
晴
。
松
崖
が
天
龍
寺
へ
帰
っ
て
い
っ
た
。

足
利
義
持
、
猿
楽
役
者
の
梅
若
を
上
皇
御
所
へ
連
れ
て
行
く

　
　

聞
く
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
室
町
殿
が
今
日
、
上
皇
御
所
へ
行
っ
た
そ
う
だ
。
上

　

皇
様
の
ご
病
気
が
治
っ
て
か
ら
初
め
て
の
こ
と
だ
と
い
う
。
猿
楽
役
者
の
梅
若
を

　

連
れ
て
行
っ
た
ら
し
い
。

　
　

と
こ
ろ
で
尼
寺
の
入
江
殿
に
は
現
在
、
住
職
が
い
な
い
。
そ
こ
で
崇
光
上
皇
の

　

娘
で
あ
る
長
照
院
殿
を
入
江
殿
に
お
入
れ
し
た
ら
い
か
が
か
と
、
室
町
殿
か
ら
お

　

話
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
も
と
よ
り
ご
本
望
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
、
お
喜
び
に

　

な
っ
て
い
ら
っ
し
ゃ
る
。
お
祝
い
の
手
紙
を
差
し
上
げ
た
。

京
六
条
の
生
島
明
盛
宅
が
焼
け
る

　
　

今
夜
、
今
日
の
六
条
辺
り
で
火
事
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
明
盛
法
橋
の
屋
敷
も
焼

　

失
し
た
と
い
う
。
と
て
も
か
わ
い
そ
う
な
こ
と
だ
。
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琵
琶
法
師
の
米
一

三
月
一
日
、
晴
。「
め
で
た
い
兆
し
が
あ
り
、
と
て
も
幸
せ
だ
」
と
予
祝
し
た
。
い

　

つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。
田
向
前
参
議
以
下
も
お
祝
い
に
参
加

　

し
た
。
琵
琶
法
師
の
米
一
が
平
家
物
語
を
語
っ
た
。

世
尊
寺
行
豊
に
男
子
が
産
ま
れ
る

二
日
、
晴
。
浄
金
剛
院
の
観
悟
が
酒
樽
一
つ
を
持
参
し
て
き
た
。
そ
れ
で
対
面
し
て
、

　

酒
を
飲
ん
だ
。
今
夜
、
行
豊
朝
臣
の
妻
が
男
子
を
産
ん
だ
そ
う
だ
。

桃
の
節
供
に
闘
鶏
を
す
る

三
日
、
雨
が
降
っ
た
。
「
桃
の
花
宴
で
、
め
で
た
い
」
と
予
祝
し
た
。
闘
鶏
を
二
〜

　

三
番
行
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
御
節
供
の
お
祝
い
を
し
た
。
田
向
前
参
議
・
重

　

有
・
長
資
・
行
豊
ら
朝
臣
が
お
祝
い
に
参
加
し
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
惣
得
庵
主
が
先
日
の
遊
び
で
度
々
酒
宴
の
ご
用
意
を
し
て
下
さ
っ
た
。

　

そ
の
お
返
し
と
し
て
、
酒
一
献
分
の
銭
少
々
を
惣
得
庵
へ
持
参
し
た
。
雨
を
凌
い

　

で
皆
で
惣
得
庵
へ
行
っ
た
。
廊
御
方
と
二
条
殿
も
一
緒
だ
っ
た
。
田
向
前
参
議
以

　

下
、
宮
家
の
男
ど
も
は
皆
付
い
て
き
た
。
庵
主
は
殊
の
外
お
喜
び
で
、
酒
を
飲
ま

　

せ
て
い
た
だ
い
て
帰
っ
た
。

　
　

椎
野
が
宮
家
で
留
守
番
を
な
さ
っ
て
い
た
の
で
、
惣
得
庵
主
は
酒
樽
を
携
え
、

　

廊
御
方
の
お
部
屋
ま
で
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。
と
て
も
ご
丁
寧
な
こ
と
で
あ
る
。

　
　

さ
て
い
つ
も
の
よ
う
に
今
日
か
ら
百
日
間
、
琵
琶
の
稽
古
を
始
め
た
。

芝
殿
が
壬
生
地
蔵
に
参
籠
す
る

七
日
、
晴
。
酒
を
飲
ん
だ
。
田
向
経
良
の
妻
・
芝
殿
が
壬
生
地
蔵
に
七
日
間
お
籠
も

　

り
を
し
て
い
る
。
そ
の
留
守
を
守
っ
て
い
る
田
向
経
良
前
参
議
・
田
向
長
資
と
世

　

尊
寺
行
豊
朝
臣
ら
を
慰
め
る
た
め
、
宮
家
の
女
性
た
ち
が
酒
宴
を
主
催
し
た
の
で

　

あ
る
。

十
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
御
香
宮
で
猿
楽
が
演
じ
ら
れ
る
。
元
の
よ
う
に
落
ち

　

着
い
た
楽
頭
の
矢
田
が
猿
楽
を
執
行
す
る
そ
う
だ
。
智
俊
が
酒
樽
一
つ
を
持
参
し

　

て
き
た
。
猿
楽
の
内
祭
と
し
て
楽
し
く
酒
を
飲
ん
だ
。

十
一
日
、
雨
が
降
っ
た
の
で
、
御
香
宮
猿
楽
は
延
期
に
な
っ
た
。

十
二
日
、
晴
。
御
香
宮
猿
楽
は
六
番
演
じ
ら
れ
た
そ
う
だ
。
田
向
前
参
議
と
長
資
朝

　

臣
親
子
が
準
備
し
た
酒
宴
で
酒
を
飲
ん
だ
。

播
磨
国
垂
水
郷

　
　

さ
て
常
光
院
尭
尋
僧
都
が
来
た
。
田
向
家
に
対
し
て
文
句
が
あ
る
そ
う
だ
。
播

　

磨
国
垂
水
郷
に
つ
い
て
去
年
か
ら
田
向
家
と
訴
訟
に
な
っ
て
い
る
。
尭
尋
が
現
在
、

　

垂
水
郷
を
実
効
支
配
し
て
お
り
、
そ
れ
を
証
明
す
る
書
類
も
あ
る
と
い
う
。
尭
尋

　

に
分
の
あ
る
訴
訟
だ
と
演
説
し
た
。
尭
尋
に
道
理
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
の
で
、

　

考
え
て
み
よ
う
と
返
答
し
て
お
い
た
。

十
三
日
、
晴
。
宮
家
の
女
性
た
ち
は
山
田
へ
行
っ
た
。
留
守
番
で
暇
な
の
で
、
重

　

有
・
長
資
朝
臣
と
双
六
の
勝
ち
抜
き
戦
（※

）
を
し
た
。

※

「
双
六
の
勝
ち
抜
き
戦
」…

原
文
は
「
双
六
の
打
ち
勝
ち
あ
り
」。

貝
覆
い
で
遊
ぶ

十
四
日
、
大
雨
が
降
っ
た
。
双
六
を
し
た
。
そ
の
後
、
女
性
た
ち
や
男
ど
も
と
貝
合

　

わ
せ
を
し
た
。
女
性
た
ち
が
一
組
に
な
り
、
男
性
た
ち
が
も
う
一
組
と
な
っ
た
。

　

女
性
の
組
が
負
け
た
。
そ
れ
で
負
け
態
と
し
て
女
性
た
ち
が
酒
を
用
意
し
て
酒
宴

　

と
な
っ
た
。
寿
蔵
主
も
参
加
し
た
。
雨
の
中
、
一
興
だ
っ
た
。

十
五
日
、
晴
。
賀
々
が
産
所
か
ら
戻
っ
て
き
た
。
賀
々
が
少
し
御
酒
を
用
意
し
た
と

　

い
う
の
で
、
飲
ん
だ
。

な
る
み
大
夫
は
腫
れ
物
の
名
医

十
六
日
、
晴
。
い
つ
も
の
よ
う
に
風
呂
へ
入
っ
た
。
椎
野
の
腫
れ
物
（※

）
が
な
か

　

な
か
治
ら
な
い
の
で
、
医
師
の
な
る
み
大
夫
が
来
て
治
療
し
た
。
な
る
み
大
夫
は

　

腫
れ
物
の
名
医
で
あ
る
。

※
「
腫
れ
物
」…

原
文
に
は
「
雑
熱
」
と
あ
る
。

十
七
日
、
晴
。
勧
修
寺
経
興
中
納
言
が
書
状
で
知
ら
せ
て
き
た
こ
と
に
は
、
明
日
、

　

室
町
殿
の
息
子
義
量
殿
の
将
軍
任
命
令
が
出
さ
れ
る
そ
う
だ
。
公
家
で
も
武
家
で

　

も
お
祝
い
の
品
を
出
さ
な
い
者
は
い
な
い
だ
ろ
う
と
の
こ
と
だ
っ
た
。
御
馬
か
太
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刀
の
い
ず
れ
か
を
室
町
殿
と
子
息
殿
の
両
方
へ
差
し
上
げ
る
の
が
い
い
で
し
ょ
う

　

と
、
念
入
り
に
助
言
し
て
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
知
ら
せ
て
く
れ
た
の
は
、
神
妙

　

な
こ
と
で
あ
る
。
太
刀
を
用
意
す
る
と
、
勧
修
寺
に
は
返
事
を
し
て
お
い
た
。

十
八
日
、
晴
。
朝
廷
の
地
方
官
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。
執
筆
役
は
洞
院
満
季
大
納
言

　

だ
そ
う
だ
。
将
軍
任
命
式
の
執
行
責
任
者
も
洞
院
満
季
だ
と
い
う
。

貝
合
わ
せ
の
雪
辱
戦
で
ま
た
も
女
性
陣
が
負
け
る

十
九
日
、
先
日
の
貝
合
わ
せ
で
宮
家
の
女
性
た
ち
が
負
け
た
の
が
、
と
て
も
口
惜
し

　

か
っ
た
ら
し
い
。
そ
れ
で
妬
ま
し
く
、
再
度
、
貝
合
わ
せ
を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

組
は
先
日
と
同
様
、
女
性
陣
と
男
性
陣
だ
っ
た
。
そ
れ
で
ま
た
男
性
の
組
が
勝
っ

　

て
し
ま
っ
た
。
今
回
は
二
番
勝
負
を
し
て
、
い
ず
れ
も
男
性
陣
の
勝
ち
だ
っ
た
。

　

な
ん
と
名
誉
な
こ
と
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
負
け
態
を
女
性
陣
に
強
制
し
彼
女
た
ち

　

に
酒
を
用
意
さ
せ
て
、
酒
宴
を
行
っ
た
。

足
利
義
量
の
将
軍
就
任
に
参
賀
の
諸
人
が
群
参
す
る

二
十
日
、
晴
。
将
軍
新
任
の
件
で
、
大
勢
が
群
れ
集
ま
っ
て
お
祝
い
を
し
た
。
御
馬

　

や
太
刀
が
贈
ら
れ
た
そ
う
だ
。

最
近
で
は
銀
作
り
の
太
刀
は
贈
答
し
な
い

　
　

宮
家
か
ら
も
太
刀
を
贈
ろ
う
と
し
た
が
、
見
出
し
た
太
刀
は
銀
作
り
の
太
刀

　

だ
っ
た
。
最
近
で
は
銀
作
り
の
太
刀
は
贈
り
物
に
用
い
な
い
の
で
、
と
う
と
う
贈

　

答
の
太
刀
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
れ
で
、
今
日
の
と
こ
ろ
は
お

　

贈
り
で
き
な
か
っ
た
。
無
念
で
あ
る
。

足
利
義
持
は
出
家
す
る
意
向

　
　

室
町
殿
は
石
清
水
八
幡
宮
に
三
日
間
お
籠
も
り
す
る
そ
う
だ
。
ど
う
や
ら
ご
出

　

家
す
る
ご
意
向
ら
し
い
。
そ
れ
で
義
量
殿
の
将
軍
任
命
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
よ

　

う
だ
。

　
　

今
夜
は
地
方
官
任
命
式
の
最
終
日
で
あ
る
。

今
出
川
家
の
琵
琶
「
巌
」

二
十
一
日
、
晴
。
綾
小
路
信
俊
前
参
議
が
来
た
。
綾
小
路
は
今
出
川
家
の
琵
琶
の
こ

　

と
で
話
が
あ
っ
て
、
来
た
と
い
う
。

　
　

私
は
、
今
出
川
家
の
琵
琶
「
巌
」
を
預
か
り
た
い
と
何
度
も
今
出
川
家
に
申
し

　

入
れ
て
い
た
。
今
出
川
公
行
前
左
大
臣
の
後
家
で
あ
る
陽
明
禅
尼
は
、
私
に
お
預

　

け
し
て
も
よ
ろ
し
い
と
い
う
考
え
だ
っ
た
。

　
　

と
こ
ろ
が
、
田
村
入
道
は
私
に
預
け
る
こ
と
に
は
反
対
だ
っ
た
。
そ
れ
で
田
村

　

入
道
が
偽
り
を
言
っ
て
、
正
親
町
三
条
公
雅
大
納
言
を
通
し
て
後
小
松
上
皇
へ

　
「
巌
」
を
献
上
し
て
し
ま
っ
た
そ
う
だ
。
上
皇
御
所
に
召
し
置
か
れ
て
い
る
の
な

　

ら
、
問
題
は
な
い
。
し
か
し
何
度
も
こ
ち
ら
か
ら
申
し
入
れ
を
し
た
の
に
行
き
違

　

い
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
は
、
と
て
も
残
念
だ
っ
た
。
入
道
の
行
い
は
感
心
し
な

　

い
。
残
念
無
念
。

　
　

綾
小
路
が
宮
家
に
滞
在
し
て
、
酒
宴
を
準
備
し
て
く
れ
た
。
そ
し
て
音
楽
会
を

　

し
た
。
黄
鐘
調
の
曲
七
つ
と
朗
詠
を
し
た
。

二
十
二
日
、
晴
。
綾
小
路
前
参
議
が
帰
る
前
に
音
楽
会
を
し
た
。
太
食
調
の
曲
七
つ

　

と
朗
詠
を
し
た
。
長
資
朝
臣
も
合
奏
し
た
。
音
楽
会
が
終
わ
っ
て
綾
小
路
前
参
議

　

は
帰
っ
て
い
っ
た
。
琵
琶
「
巌
」
の
件
を
今
出
川
家
や
正
親
町
三
条
公
雅
に
話
し

　

て
お
く
よ
う
に
、
綾
小
路
前
参
議
に
命
じ
た
。

足
利
義
持
に
黒
金
覆
輪
太
刀
、
義
量
に
白
作
り
の
太
刀
を
贈
る

　
　

さ
て
新
将
軍
祝
賀
の
件
で
、
田
向
前
参
議
が
使
者
と
し
て
京
都
へ
出
か
け
た
。

　

室
町
殿
へ
は
黒
金
覆
輪
（※

）
の
御
太
刀
、
将
軍
に
は
白
作
り
（※

）
の
御
太
刀

　

を
進
上
し
た
。

 

　

夜
に
な
っ
て
田
向
前
参
議
が
帰
っ
て
き
た
。
室
町
殿
は
石
清
水
八
幡
宮
か
ら
お

　

戻
り
で
、
そ
の
後
す
ぐ
に
北
野
天
満
宮
へ
お
参
り
さ
れ
た
そ
う
だ
。
夜
に
な
っ
て

　

室
町
御
所
へ
お
帰
り
に
な
っ
た
の
で
、
す
ぐ
に
高
倉
永
藤
卿
を
通
し
て
、
御
太
刀

　

を
進
上
し
た
。
め
で
た
く
あ
り
が
た
い
こ
と
で
す
と
の
お
返
事
だ
っ
た
。

　

将
軍
に
は
近
習
の
三
渕
を
通
し
て
御
太
刀
を
献
上
し
た
。
お
返
事
は
室
町
殿
と
同

　

様
で
あ
っ
た
そ
う
だ
。

※

黒
金
覆
輪
（
く
ろ
き
ん
ぷ
く
り
ん
）…

黒
漆
塗
り
で
鞘
な
ど
の
周
囲
を
金
で
覆
っ
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た
太
刀
。

※
白
作
り
（
し
ろ
つ
く
り
）…

黒
漆
で
塗
り
こ
め
る
が
、
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
を
白
く
塗

　

り
残
し
た
太
刀
。

二
十
四
日
、
晴
。
室
町
殿
は
今
日
、
伊
勢
神
宮
へ
参
拝
な
さ
っ
た
そ
う
だ
。

播
磨
国
飾
磨
津
別
符

　
　

と
こ
ろ
で
先
だ
っ
て
、
播
磨
国
飾
磨
津
別
符
の
現
地
支
配
権
を
鹿
王
院
へ
寄
付

　

し
た
。
以
前
の
領
主
で
あ
っ
た
萩
原
殿
直
仁
親
王
の
娘
で
あ
る
御
比
丘
尼
が
、
鹿

　

王
院
へ
現
地
の
支
配
権
を
寄
付
し
た
そ
う
だ
。
そ
の
由
緒
を
鹿
王
院
が
訴
え
て
き

　

た
の
で
、
新
し
い
領
主
と
し
て
改
め
て
現
地
の
支
配
権
を
同
院
へ
寄
付
し
た
の
で

　

あ
る
。

　
　

今
回
の
寄
付
に
い
た
る
経
緯
は
以
下
の
通
り
だ
。
こ
の
飾
磨
津
別
符
の
現
地
支

　

配
を
光
照
院
経
増
が
力
尽
く
で
奪
い
取
っ
た
の
で
、
鹿
王
院
は
支
配
で
き
な
く

　

な
っ
た
そ
う
だ
。
と
こ
ろ
が
去
る
二
月
、
経
増
が
変
死
し
た
。

　
　

そ
れ
で
現
地
の
支
配
者
が
不
在
と
な
っ
た
の
で
、
本
照
院
大
納
言
法
印
が
飾
磨

　

津
別
符
と
関
わ
り
が
あ
る
と
主
張
し
、
証
拠
書
類
を
お
見
せ
し
ま
す
か
ら
飾
磨
津

　

別
符
を
私
に
お
預
け
下
さ
い
と
宮
家
に
願
い
出
て
き
た
。
こ
の
領
地
の
租
税
は

　

し
っ
か
り
と
収
納
し
ま
す
と
元
妙
を
通
じ
て
申
し
入
れ
て
き
た
。

　
　

ま
た
軽
々
し
く
本
照
院
へ
命
令
書
を
与
え
る
の
は
ど
う
か
と
思
い
、
宮
家
の

　

面
々
と
協
議
し
た
。
鹿
王
院
に
寄
付
し
た
と
は
い
っ
て
も
、
現
在
、
同
院
は
飾
磨

　

津
別
符
を
実
質
的
に
支
配
し
て
い
な
い
の
だ
か
ら
異
論
を
差
し
挟
む
余
地
は
な
い

　

と
い
う
の
が
、
面
々
の
意
見
だ
っ
た
。
そ
れ
で
重
有
朝
臣
が
執
筆
し
て
、
本
照
院

　

に
命
令
書
を
与
え
た
。
そ
れ
で
本
照
院
は
、
そ
の
お
礼
と
し
て
酒
一
献
分
の
銭
三

　

貫
文
を
献
上
し
て
き
た
。
書
類
を
書
い
た
重
有
朝
臣
に
も
同
じ
よ
う
に
お
礼
の
銭

　

が
献
上
さ
れ
た
そ
う
だ
。

　
　

飾
磨
津
別
符
は
本
来
の
租
税
が
十
貫
文
程
度
の
小
さ
な
領
地
で
あ
る
。
そ
れ
で

　

本
照
院
は
上
納
金
と
し
て
毎
年
三
貫
文
お
納
め
し
ま
す
と
言
っ
て
き
た
。
以
前
、

　

光
照
院
経
増
が
現
地
を
支
配
し
て
い
る
時
は
、
毎
年
五
貫
文
を
上
納
し
て
い
た
。

　

そ
れ
に
準
拠
し
て
上
納
し
な
さ
い
と
本
照
院
に
命
じ
た
が
、
難
色
を
示
し
て
い
た
。

　
　

以
上
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
っ
て
、
最
終
的
に
は
元
通
り
に
鹿
王
院
へ
現
地
の
管

　

理
権
が
戻
っ
た
の
は
、
め
で
た
い
こ
と
で
あ
る
。

二
十
五
日
、
晴
。
本
照
院
が
献
上
し
た
銭
で
一
献
の
祝
宴
を
し
て
、
鹿
王
院
の
飾
磨

　

津
別
符
支
配
が
う
ま
く
行
く
よ
う
に
お
祝
い
を
し
た
。
用
健
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
た
。

　

智
俊
が
た
び
た
び
一
献
の
酒
宴
を
準
備
し
て
く
れ
る
の
で
、
今
回
の
酒
宴
に
呼
び

　

寄
せ
た
。
酒
宴
に
は
田
向
前
参
議
以
下
、
行
豊
朝
臣
や
具
侍
者
も
参
加
し
た
。

白
川
資
忠
ら
の
一
行
が
伏
見
を
訪
れ
、
船
遊
び
を
し
た

二
十
七
日
、
晴
。
行
蔵
庵
へ
白
川
資
忠
王
二
位
神
祇
伯
が
来
た
そ
う
だ
。
清
閑
寺
家

　

俊
中
納
言
・
中
御
門
宣
輔
中
納
言
・
広
橋
宣
光
蔵
人
頭
兼
弁
官
・
白
川
資
兼
神
祇

　

伯
兼
近
衛
中
将
・
吉
田
神
社
の
兼
豊
ら
大
勢
も
同
道
し
た
と
い
う
。
船
に
乗
っ
て

　

楽
し
ん
だ
そ
う
だ
。

　
　

田
向
前
参
議
も
そ
の
船
に
乗
り
込
ん
だ
。
こ
れ
は
広
橋
蔵
人
頭
兼
弁
官
が
伏
見

　

に
初
め
て
来
た
の
で
、
取
り
次
ぎ
役
と
し
て
日
頃
か
ら
世
話
に
な
っ
て
い
る
お
礼

　

の
気
持
ち
を
表
す
た
め
に
乗
船
し
た
と
い
う
。
そ
れ
で
、
田
向
前
参
議
は
船
中
で

　

一
献
の
酒
宴
も
主
催
し
た
そ
う
だ
。
皆
が
面
白
が
っ
て
、
釣
り
糸
も
垂
れ
て
、
大

　

酒
を
飲
ん
だ
と
い
う
。

二
十
九
日
、
雨
が
降
っ
た
。
三
月
も
今
日
で
終
わ
り
、
名
残
が
尽
き
な
い
。
そ
れ
で

　

特
に
「
三
月
尽
く
し
」
と
い
う
和
歌
の
題
を
出
し
た
。
い
つ
も
の
人
数
に
短
冊
を

　

配
っ
た
が
、
和
歌
の
披
露
は
し
な
か
っ
た
。
当
番
の
幹
事
に
差
し
障
り
が
あ
っ
た

　

の
で
、
和
歌
を
披
露
す
る
会
は
延
期
に
な
っ
た
。

　
　

そ
れ
で
急
に
連
歌
を
懐
紙
一
折
り
分
を
や
る
こ
と
に
し
た
。
人
数
が
少
な
い
の

　

で
、
五
十
韻
詠
ん
で
中
断
し
た
。
椎
野
・
田
向
前
参
議
以
下
、
行
豊
朝
臣
や
即
成

　

院
善
基
ら
が
こ
の
連
歌
会
に
参
加
し
た
。

四
月
一
日
、
小
雨
が
降
っ
た
。
「
孟
夏
の
季
節
、
朔
日
の
慶
び
で
と
て
も
幸
せ
だ
」

　

と
予
祝
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
月
始
め
の
お
祝
い
を
し
た
。
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今
出
川
家
秘
蔵
の
琵
琶｢

新
序｣

　
　

綾
小
路
信
俊
前
参
議
が
今
出
川
家
の
「
新
序
」
と
い
う
名
の
琵
琶
を
持
参
し
て

　

き
た
。
陽
明
禅
尼
が
「
こ
の
琵
琶
を
宮
家
に
お
預
け
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
そ

　

う
だ
。
こ
の
琵
琶
は
西
園
寺
実
兼
以
来
、
代
々
今
出
川
家
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
秘

　

蔵
の
琵
琶
で
あ
る
。
亡
く
な
っ
た
今
出
川
公
行
前
左
大
臣
が
朝
夕
、
稽
古
の
た
め

　

に
弾
い
て
い
た
琵
琶
だ
。
こ
れ
を
預
け
て
も
ら
え
た
の
は
、
う
れ
し
い
こ
と
だ
。

　

そ
の
一
方
で
悲
し
み
も
こ
み
あ
げ
て
き
た
。

後
小
松
上
皇
、
琵
琶｢
巌｣
を
伏
見
宮
家
へ
預
け
る

　
　

琵
琶
「
巌
」
に
つ
い
て
、
上
皇
様
が
宮
家
に
こ
の
琵
琶
を
お
預
け
下
さ
る
と
お

　

決
め
に
な
っ
た
そ
う
だ
。
ま
ず
も
っ
て
こ
の
お
心
遣
い
は
、
恐
れ
多
く
う
れ
し
い

　

こ
と
で
あ
る
。

　
　

綾
小
路
前
参
議
が
一
献
の
酒
宴
を
用
意
し
て
く
れ
た
。
そ
れ
が
数
献
に
も
及
ん

　

だ
。
音
楽
会
を
し
た
。
早
速
、「
新
序
」を
試
し
に
弾
い
て
み
た
。
材
質
は
粗
末
で

　

あ
る
が
、
音
量
の
あ
る
楽
器
で
あ
る
。
今
出
川
家
が
再
興
さ
れ
た
暁
に
は
、
お
返

　

し
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
で
も
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
私
の
楽
器
と
い
う
こ
と
に

　

な
る
。
と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
。

播
磨
国
垂
水
郷

二
日
、
雨
が
降
っ
た
。
常
光
院
主
が
来
た
。
播
磨
国
垂
水
郷
の
権
利
書
類
原
本
を
持

　

参
し
て
き
た
。
由
緒
正
し
い
証
拠
書
類
が
あ
る
の
で
、
仕
方
な
い
。
訴
訟
は
中
止

　

す
る
よ
う
、
田
向
家
に
命
じ
た
。
こ
の
措
置
に
対
す
る
お
礼
と
し
て
、
常
光
院
主

　

は
お
酒
一
献
分
の
銭
三
貫
文
を
献
上
し
て
き
た
。
田
向
家
に
も
同
様
の
お
礼
を
す

　

る
と
い
う
。

常
光
院
主
、
柿
の
葉
に
和
歌
を
書
く

　
　

宮
家
か
ら
退
出
す
る
時
、
路
次
か
ら
柿
の
葉
に
書
き
付
け
た
和
歌
一
首
を
常
光

　

院
主
は
献
上
し
た
。

　
　
　

今
日
よ
り
ぞ　

千
代
も
仰
が
ん　

伏
見
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

竹
の
園
生
（
そ
の
ふ
）
の　

深
き
恵
み
を

　
　

常
光
院
主
の
家
柄
は
、
代
々
歌
人
で
あ
る
。
そ
の
遺
風
も
と
て
も
優
美
で
あ
る
。

　

と
く
に
柿
の
葉
に
和
歌
を
書
き
付
け
る
と
い
う
の
は
、
先
例
に
あ
る
こ
と
だ
。
感

　

動
し
た
。

　
　

先
日
の
三
月
尽
く
し
の
和
歌
を
た
だ
い
ま
披
露
し
た
。
綾
小
路
前
参
議
・
田
向

　

前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資
朝
臣
・
行
豊
朝
臣
が
和
歌
を
読
み
上
げ
た
。
そ
の
後
、

　

酒
宴
と
な
っ
た
。
た
だ
い
ま
の
常
光
院
主
か
ら
の
礼
銭
で
買
っ
た
酒
を
味
わ
っ
た
。

　
　

音
楽
会
を
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
平
調
の
曲
八
つ
と
朗
詠
な
ど
を
し
た
。

　
【
頭
書
】（
＝
日
記
の
上
方
の
隙
間
に
書
き
加
え
た
記
事
）
常
光
院
主
は
田
向
家
に

　

来
た
が
、
御
所
へ
は
来
な
か
っ
た
。
私
も
思
う
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
対
面
し
な

　

か
っ
た
。

三
日
、
晴
。
朝
早
く
音
楽
会
を
し
た
。
盤
渉
調
の
曲
を
八
つ
演
奏
し
た
。
綾
小
路
前

　

参
議
と
長
資
朝
臣
が
合
奏
し
た
。
昼
に
ま
た
右
楽
を
二
〜
三
曲
、
夜
に
右
楽
を
二

　

〜
三
曲
、
そ
れ
ぞ
れ
特
別
に
練
習
し
た
。
周
昭
王
穆
王
（※

）
と
い
う
朗
詠
を

　

習
っ
た
。

常
光
院
主
へ
の
返
歌

　
　

さ
て
常
光
院
主
と
の
和
歌
の
贈
答
で
あ
る
が
、
田
向
前
参
議
に
常
光
院
主
宛
て

　

の
書
状
を
書
か
せ
た
。
そ
の
書
状
に
私
の
返
歌
を
書
き
付
け
た
。

　
　
　

伏
見
山　

問
わ
る
る
宿
は　

旧
り
ぬ
と
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

昔
の
跡
を　

思
い
忘
る
な

　
　
　

和
歌
の
浦
や　

代
々
に
変
わ
ら
ぬ　

跡
な
れ
ば

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

甲
斐
あ
る
玉
の　

光
を
ぞ
見
る

　
　

今
夜
、
京
の
三
条
あ
た
り
で
火
事
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。
そ
の
後
ま
た
、
七
条
辺

　

り
が
炎
上
し
た
と
い
う
。

※
周
昭
王
穆
王…

『
新
撰
朗
詠
集
』
帝
王
六
一
六
「
隆
周
之
昭
王
穆
王
」。

四
日
、
晴
。
綾
小
路
前
参
議
が
帰
っ
て
い
っ
た
。
琵
琶
「
新
序
」
の
こ
と
、
今
出
川

　

家
に
感
謝
の
意
を
表
す
た
め
、
そ
の
お
礼
と
し
て
酒
一
樽
分
の
銭
一
貫
文
を
送
っ

　

た
。
少
額
で
は
あ
る
が
、
私
の
気
持
ち
を
示
し
た
ま
で
で
あ
る
。
こ
の
件
で
綾
小
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路
前
参
議
に
今
出
川
家
へ
行
く
よ
う
命
じ
た
。

　
　

と
こ
ろ
で
毎
月
恒
例
の
連
歌
会
を
、
綾
小
路
前
参
議
が
準
備
し
て
く
れ
た
。
綾

　

小
路
前
参
議
は
去
年
、
幹
事
役
を
勤
め
な
か
っ
た
の
で
、
そ
の
か
わ
り
に
準
備
さ

　

せ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
幹
事
の
綾
小
路
は
準
備
だ
け
し
て
、
連
歌
会
が
始
ま
る

　

前
に
帰
っ
て
い
っ
た
。
参
加
者
は
い
つ
も
の
よ
う
に
椎
野
寺
主
・
田
向
前
参
議
・

　

重
有
・
長
資
・
行
豊
朝
臣
・
即
成
院
善
基
・
禅
啓
ら
で
あ
る
。

　
　

さ
て
常
光
院
主
か
ら
昨
日
の
返
事
が
来
た
。
和
歌
の
浦
の
御
和
歌
に
は
特
に
恐

　

れ
入
り
ま
し
た
と
返
事
に
あ
っ
た
。
そ
れ
に
ま
た
返
歌
が
檀
紙
に
書
か
れ
て
い
た
。

　

筆
跡
も
優
美
で
あ
る
。

　
　
　

照
ら
し
見
る　

光
ぞ
高
き　

和
歌
の
浦
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

代
々
に
及
ば
ぬ　

浪
の
下
草

五
日
、
晴
。
椎
野
が
寺
に
帰
っ
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
風
呂
に
入
っ
た
。
そ
の
後
、

　

酒
を
飲
ん
だ
。
先
日
の
貝
合
わ
せ
で
、
女
性
陣
が
二
度
と
も
負
け
て
、
負
け

わ
ざ態
と

　

し
て
二
回
の
酒
宴
を
開
い
て
く
れ
た
。
そ
れ
で
今
回
は
男
性
陣
が
酒
宴
を
主
催
し

　

て
、
女
性
陣
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
表
し
た
の
で
あ
る
。

八
日
、
晴
。
御
香
宮
へ
お
参
り
し
、
そ
の
後
、
大
光
明
寺
に
も
お
参
り
し
た
。
仏
生

　

会
の
浴
仏
の
儀
式
に
参
列
し
た
。
重
有
・
長
資
ら
朝
臣
も
参
列
し
た
。

　
　

綾
小
路
前
参
議
が
来
た
。
正
親
町
三
条
公
雅
大
納
言
と
大
事
な
用
件
を
相
談
し

　

た
。
そ
の
返
事
を
伝
え
に
来
た
の
で
あ
る
。
ま
た
琵
琶
「
新
序
」
を
預
か
っ
て
私

　

が
と
て
も
喜
ん
で
い
る
こ
と
を
、
今
出
川
家
に
伝
え
て
も
ら
っ
た
。
そ
れ
で
綾
小

　

路
前
参
議
に
は
、
あ
ち
ら
こ
ち
ら
奔
走
し
て
も
ら
っ
た
。
話
が
済
ん
で
、
綾
小
路

　

は
す
ぐ
に
帰
っ
て
い
っ
た
。

宝
蔵
絵

十
三
日
、
晴
。
宝
蔵
絵
を
見
た
。
行
豊
朝
臣
は
初
め
て
宝
蔵
絵
を
拝
見
し
た
と
い
う
。

　

行
豊
に
宝
蔵
絵
に
書
か
れ
た
詞
書
き
を
読
ま
せ
た
。

蘇
合
四
帖
を
暗
譜
す
る

十
五
日
、
晴
。
夏
の
修
行
期
間
が
始
ま
っ
た
の
で
、
い
つ
も
の
よ
う
に
お
経
を
読
ん

　

だ
。
夏
の
修
行
期
間
中
、
こ
れ
も
ま
た
恒
例
だ
が
、
琵
琶
の
稽
古
を
す
る
。
今
回

　

は
、
蘇
合
四
帖
を
暗
譜
し
よ
う
と
思
う
。

十
六
日
、
晴
。
即
成
院
の
念
仏
会
に
参
列
し
た
。
い
つ
も
の
よ
う
に
宮
家
の
女
性
た

　

ち
や
男
ど
も
も
参
列
し
た
。

園
基
秀
の
来
訪

十
七
日
、
晴
。
園
基
秀
前
中
納
言
が
来
た
。
思
い
が
け
な
い
来
訪
で
珍
し
い
の
で
、

　

喜
ん
で
対
面
し
た
。
琵
琶
の
こ
と
な
ど
を
雑
談
し
た
。

琵
琶
「
卯
の
花
」
と
「
虎
」
に
失
望
す
る

　
　

宮
家
に
人
が
い
な
い
の
で
、
合
奏
ま
で
は
で
き
な
か
っ
た
。
園
一
人
が
琵
琶
を

　

弾
い
た
。「
卯
の
花
」
の
琵
琶
で
、
三
台
急
・
五
常
楽
急
・
太
平
楽
急
を
弾
か
せ

　

た
。
ま
た
「
虎
」
と
い
う
琵
琶
で
、
林
歌
と
鶏
徳
を
弾
か
せ
た
。
楽
器
の
善
し
悪

　

し
を
試
す
た
め
に
、
二
つ
の
琵
琶
で
弾
か
せ
た
の
で
あ
る
。

　
　

園
の
腕
前
は
問
題
な
い
が
、
い
ず
れ
の
琵
琶
も
ま
っ
た
く
い
い
音
が
出
な
か
っ

　

た
。
二
人
と
も
い
ず
れ
の
琵
琶
に
も
感
心
せ
ず
、
お
互
い
に
が
っ
か
り
し
た
。
し

　

か
し
こ
の
末
の
世
で
あ
り
な
が
ら
、
園
の
腕
前
は
希
有
の
器
量
で
あ
る
。
私
は
思

　

う
と
こ
ろ
あ
っ
て
、
琵
琶
を
弾
か
な
か
っ
た
。
園
の
演
奏
を
た
だ
ひ
た
す
ら
聴
い

　

て
い
た
ば
か
り
だ
っ
た
。

　
　

そ
の
後
、
殿
上
の
間
で
園
に
酒
を
勧
め
た
。
田
向
前
参
議
・
重
有
朝
臣
・
長
資

　

朝
臣
ら
に
も
園
と
面
会
さ
せ
た
。
し
ば
ら
く
し
て
、
園
は
帰
っ
て
い
っ
た
。

二
十
三
日
、
晴
。
今
日
は
賀
茂
祭
で
あ
る
。
典
侍
役
は
、
日
野
有
光
中
納
言
の
娘
が

　

務
め
た
そ
う
だ
。
宮
家
で
も
内
祭
を
少
し
行
っ
た
。

目
勝
ち
を
打
つ

　
　

内
祭
の
後
、
に
ら
め
っ
こ
を
し
て
遊
ん
だ
。
宮
家
の
女
性
た
ち
・
田
向
前
参
議

　

以
下
行
豊
朝
臣
や
寿
蔵
主
ら
が
に
ら
め
っ
こ
を
し
た
。
そ
の
後
、
酒
を
飲
ん
だ
。

　

そ
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
風
呂
に
入
っ
た
。

足
利
尊
氏
の
追
善
供
養
を
再
興
す
る

二
十
五
日
、
雨
が
降
っ
た
。
等
持
寺
法
華
八
講
が
、
今
日
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
れ
は
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等
持
院
殿
故
足
利
尊
氏
贈
左
大
臣
の
追
善
供
養
で
あ
る
。
貞
和
年
間
（
一
三
四
五

　

〜
五
〇
）
以
降
中
絶
し
て
い
た
が
、
そ
れ
を
再
興
し
て
行
わ
れ
た
そ
う
だ
。
来
月

　

に
は
ま
た
鹿
苑
院
殿
故
足
利
義
満
殿
の
追
善
供
養
で
法
華
八
講
が
行
わ
れ
る
と
い

　

う
。
度
重
な
る
法
会
で
僧
侶
も
俗
人
も
慌
た
だ
し
い
よ
う
だ
。

足
利
義
持
が
出
家
す
る

　
　

と
こ
ろ
で
今
夜
、
室
町
殿
が
等
持
院
で
出
家
な
さ
っ
た
そ
う
だ
。
こ
の
こ
と
は

　

春
か
ら
噂
に
な
っ
て
お
り
、
今
月
に
は
出
家
す
る
ら
し
い
と
持
ち
き
り
だ
っ
た
。

　

し
か
し
、
六
月
に
延
期
に
な
っ
た
と
い
う
話
も
出
て
い
た
。
話
が
は
っ
き
り
し
な

　

い
ま
ま
、今
日
、急
に
実
施
と
な
っ
た
。
こ
こ
に
き
て
、道
を
求
め
る
心
が
強
ま
っ

　

た
の
は
、長
寿
を
願
う
た
め
（※
）
だ
そ
う
だ
。
こ
の
こ
と
に
、日
本
国
中
の
人
々

　

が
驚
い
た
。

後
小
松
上
皇
も
出
家
を
希
望
し
て
い
る

　
　

後
小
松
上
皇
様
も
ご
出
家
の
希
望
が
お
有
り
ら
し
い
。
し
か
し
そ
の
時
期
は
未

　

定
ら
し
い
。

※

「
長
寿
を
願
う
た
め
」…

原
文
で
は
「
寿
限
長
久
の
た
め
」
と
あ
る
。

二
十
七
日
、
雨
が
降
っ
た
。
室
町
殿
ご
出
家
の
情
報
が
、
い
ろ
い
ろ
な
方
か
ら
も
た

　

ら
さ
れ
た
。
急
い
で
室
町
殿
へ
お
見
舞
い
を
申
し
入
れ
る
べ
き
で
す
と
、
宮
家
の

　

面
々
が
力
説
し
た
。
し
か
し
誰
も
遠
慮
し
て
、
お
見
舞
い
を
申
し
入
れ
て
い
な
い

　

ら
し
い
。
私
も
状
況
を
伺
う
こ
と
に
し
よ
う
。

烏
丸
豊
光
が
お
供
の
出
家
を
す
る

　
　

室
町
殿
は
昨
日
か
ら
等
持
寺
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
だ
。
烏
丸
豊
光
中
納
言
も

　

室
町
殿
の
お
供
を
し
て
出
家
し
た
ら
し
い
。
そ
の
他
に
も
公
家
や
武
家
で
多
く
の

　

人
々
が
お
供
の
出
家
を
望
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
は
室
町
殿
の
お
許
し
が

　

出
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。

二
十
九
日
、
雨
が
降
っ
た
。
行
豊
朝
臣
が
京
か
ら
帰
っ
て
き
て
、
状
況
を
話
し
て
く

　

れ
た
。
法
華
八
講
は
今
日
が
最
終
日
で
、
そ
れ
に
出
仕
し
た
公
卿
は
十
六
〜
七
人

　

だ
と
い
う
。

法
華
八
講
の
願
文
は
五
条
為
清
が
起
草
し
た

　
　

御
願
文
は
五
条
為
清
朝
臣
が
起
草
し
て
、
行
豊
朝
臣
が
清
書
し
た
。
願
文
の
草

　

案
を
一
通
り
見
て
み
た
。
現
在
、
菅
原
家
の
血
を
引
く
者
は
数
人
い
る
が
、
儒
教

　

の
教
え
を
守
っ
て
い
る
の
は
為
清
た
だ
一
人
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
末
代
の
世
に

　

あ
っ
て
、
為
清
は
希
に
見
る
幸
運
な
人
と
言
え
よ
う
。　
　
（
続
）
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